
皆様からの温かいご声援を受け、2024年度の寄附金総額は、
5,283,691円となりました。皆様の深いご理解とご協力に感謝し、厚く
御礼申し上げます。

2024年度(令和6年度)
名古屋芸大サポーターズクラブ活動状況

寄附金の使途 寄附金額
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学生に対する奨学金

音楽活動支援事業

制作活動支援事業

芸術的素養習熟支援事業

子ども教育活動支援事業

名古屋芸大生キャリア支援事業

グローバルな学生を育成するための学生企画の支援

その他、学生支援の充実を図る事業

■募集期間 ： 2024年（令和6年）4月1日～ 2025年（令和7年）3月31日
■寄附金総額 ： 5,283,691円
■寄附金の使途別状況［2025年（令和7年）3月31日現在］

1一般寄附（名古屋芸大サポーターズクラブ募金）

2名古屋芸術大学 楽団・合唱団 賛助会員　10,000円

3名古屋芸術大学 クラウドファンディング

4Giving Campaign2024　282,000円

5名古屋自由学院寄付金

20,000円

10,000円

10,000円

0円

10,000円

300,000円

0円

2,578,691円

2,928,691円合　　　計

【寄附者について】
ご寄附いただいた方は、4名、15法人です。
○ご芳名（50音順、敬称略）
個人：高橋 哲司
法人：いちい信用金庫、株式会社ソシオ、株式会社フジ建装、株式会社

舟橋植木、株式会社ワット、東海物産株式会社、東朋テクノロジー
株式会社、名古屋芸術大学後援会、日本建設株式会社名古屋支
店、富士工管株式会社

○ご芳名公表辞退
　個人：3名／法人：5団体

221,000円

30,000円

1,327,000円

125,000円

1,703,000円

プロジェクト名

施設・里親家庭の子どもたちに夢と希望を！

過去最高の「芸大祭」をあなたと

吹奏楽部地域移行の受け皿に音楽大学で価値ある活動をしたい！

サクソフォンのみのコンサートでホールを満席にしたい！

合　　　計

寄附金額

360,000円

360,000円

寄附金の使途

その他本学院の業務遂行に要する経費

合　　　計

寄附金額

※記事中のホームページアドレスは、掲載先の諸事情で移転や閉鎖されている場合がございます。あらかじめご了承ください。
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名古屋芸術大学　広報部
〒481-8503 
愛知県北名古屋市熊之庄古井281番地
電話 0568-24-0318
FAX 0568-24-0369

：名古屋芸術大学
：広報部
：くまな工房一社
：㈱クイックス
：2026年2月

発 行
企画・編集
デザイン・協力
印 刷
発 行

來住尚彦学長がプロデュースする「OSAKA INTERNATIONAL ART 
2025」（左）、「artists N,G,Y 2025」（右）。アートの“今と未来”を繋ぐ。表紙について

北名古屋市 市制20周年記念
ロゴマーク・キャッチフレーズ
受賞作品が決定
北名古屋市は令和8年3月20
日に市制施行20周年を迎えま
した。市では「共創のまちづく
りの推進」「シビックプライドの
醸成」「未来への飛躍」を基本
方針に、多彩な記念事業を展開
していく予定です。その一環と
して、市と包括連携協定を結ぶ
本学美術領域・デザイン領域の
学生を対象に、ロゴマーク・キ
ャッチフレーズの募集が行われ、
受賞作品が決定。2025年8月8
日（金）、名古屋芸術大学アート
スクエア3階「市民活動センタ
ー μ-base」にて発表会が行わ

れました。
グランプリに輝いたのは、デ
ザイン領域ヴィジュアルデザイ
ンコース3年・松田真優子さん
の「ゆめひろがる。このまちと。」。
人と人との交流によって夢や希
望が広がる様子を、人々が手を
つないで輪をつくる姿で表現。
中央の余白を北名古屋市の地
形に見立て、地元らしさをデザ
インに取り込みました。
準グランプリは、ヴィジュアル
デザインコース4年・鈴木麻桜
さんの「愛ある街に これから
も」、佳作は、同コース4年・石

田陽子さんの「住みやすいまち。
心を込めて。」が受賞。
太田考則 北名古屋市長は「ど
の作品もハートやつながりを感
じられる素晴らしい提案でした。
今回のロゴマークとキャッチフ
レーズが、市民に愛されるまち
づくりの象徴になることを願っ

ています。」と述べました。受賞
作品は今後、ポスター、広報紙、
SNSなどで広く活用されます。
ロゴマーク・キャッチフレー
ズは、20周年を盛り上げるため
に幅広く活用され、市民ととも
に祝う節目の年を彩ります。

https:/ /www.nua.ac.jp/

グループ 音 楽 研 究 科
美 術 研 究 科
デザイン研究科
人間発達学研究科

■名古屋芸術大学附属クリエ幼稚園
■滝子幼稚園　■たきこ幼児園　■たきこ第二幼児園にじいろ
■愛知保育園　■幼保連携型認定こども園  森のくまっこ
■名古屋音楽学校

芸 術 学 科

子ども学科

学部学科：■名古屋芸術大学／大学院： 芸 術 学 部

教 育 学 部

音楽領域  舞台芸術領域
  デザイン領域  美術領域  芸術教養領域

特 集

伝承と革新、交わる場所のその先へ
名古屋芸大の

伝承と革新、交わる場所のその先へ
ToBe“ ”
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変わり続ける世界の中で、大学は何を拠りどころに、どのように存在していくのか。

來住尚彦学長が掲げた「伝統＝伝承＋革新」という言葉を軸に、

名古屋芸術大学はいま、未来に向けて動きはじめている。

來住尚彦学長は、伝統を守りながらも変化を恐れない大学像を描く。

津田佳紀副学長は、激変する世界の中で“大学のTo Be”を、大学がどう社会に存在するかを問い、

思考の基盤と教育の構造を再構築しようとしている。

長谷川喜久教授（美術）は、アートを社会に開き、作品が生まれる「場」そのものを問い直す。

大内孝夫教授（音楽）は芸術を通して人が育つという教育の原点を語る。

伝承と革新、そのあいだにある今を見つめながら“新しい名古屋芸大”を探る。

伝承と革新、交わる場所のその先へ

特 集

名古屋芸大の
伝承と革新、交わる場所のその先へ
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大学の伝統と革新の未来
大学の将来像を語るとき「伝統」という

言葉が使われる。ただしそれは、単に過去

を守ることを意味しない。

「伝統は伝承プラス革新です。」

この考え方に至った背景として、來住学

長は歌舞伎の舞台を例に挙げる。

「歌舞伎だって最初は屋外公演から始ま

り、その後、雨が降ったらどうするか、と工

夫を重ね、ロウソクから電気照明に変わった。

それによって演出が変わり、新しい表現が

生まれました。伝承されてきた型を守りつ

つも、その時代ごとの技術や環境に応じて

変化を取り込むことこそが即ち“伝統”なの

だと思います。」

そして、名古屋芸術大学の70年の歴史を

どう継承し、進化させるかについて、來住学

長はこう強調する。

「創立者である水野　子先生がつくられ

た伝承はしっかり受け継ぐ。同時に、今のテ

クノロジーや時代の要請に応じて新しい仕

組みを加えていく。それが名古屋芸術大学

の未来を輝かせる方法なのだ。」

そして「名古屋芸術大学を作るのは私で

はない。今の学生や若い世代が作るのです。

彼らが社会に出たとき、自分たちが在学し

ていた時よりも名古屋芸術大学が輝いてい

なくてはいけない。」と熱く語る。

伝統をただ保存するのではなく、未来の

学生と卒業生の手によって革新を重ねてい

く。そのための準備が進められている。

領域ごとの展望
（５年後の大学の姿）
■音楽領域

従来のクラシック教育にエンターテイン

メント性を加え、「演奏者＝プレイヤー」から

「舞台を総合的に創り上げるアーティスト」

へと育成の軸を広げる。これまで“演奏者=

プレイヤー”として技術を磨く教育に加え、

観客を惹きつけるステージ演出やパフォー

マンス力を学ぶ機会を提供する。たとえば、

クラシックの枠組みを保ちながらも照明や

舞台美術と組み合わせ、総合的に「舞台を

創る力」を養う。純粋な演奏技術を超え、

聴衆に新たな体験を届けられるアーティス

トを育成する場として確立する。

■美術領域

作品制作の力に加えて、市場でどう評価

されるかを理解する教育を強化する。学生

にはまず多くの作品を見ることを求め、さら

にさまざまな場所での展示、また、できれ

ば他の作家の作品を所有することを経験さ

せる。こうして「好き嫌い」と「価格」の二軸

で価値を体験的に学ぶ。複数のゴールを提

示し、自らの進路を主体的に選び取れる力

を育てる。

■デザイン領域

「日本のデザインは優秀なのです」と断言

する。愛知の“ものづくり”の土壌を背景に、

日本独自のデザイン思考を世界に発信する

ことが名古屋芸術大学の使命だと位置づけ

る。「デザインは共通言語です。思想を伝え

「伝統＝伝承＋革新」大学の未来像

放送局-エンターテインメントの
現場からアートの現場へ
「大学卒業後、TBSに入社。ほどなくして

退社を考えるようになりました。きっと、自

分で仕掛けて、人と人とを繋いでいくことこ

そが性に合っていたのでしょうね。」と笑う。

來住学長にとってすぐ辞めるつもりでいた

会社に留まった期間は、ある意味で寄り道

であったが、財産にもなった。音楽番組やイ

ベントの現場で「どうすれば観客が集まり、

どうすれば資金が回るのか」という生きた

感覚を学び取った大切な時間にもなった。

「自分自身が本当にやりたいのは目の前の

番組作りではなく、人を動かし、お金を循環

させ、社会に仕組みをつくることだった。」

と振り返る。

來住学長のアートとの接点は、自ら制作

することではなく「アートフェアを企画制作

運営すること」から始まった。では、アートフ

ェアとは何かと問うと、來住学長は「音楽フ

ェスととても似たものです。」と答えた。

「サマーソニック（大型音楽フェス）などと

同じです。海外からアーティストを集めて観

客を呼び、そこで音楽を届け、感動と商品

を与える興行。それと全く同じ仕組みで、ア

ートフェアは世界から作品を扱うギャラリー

を集め、富裕層を招き、そこで素晴らしい作

品を売る。根本は何も変わらないのです。」

重要なのは「仕組みを設計する」こと。ど

のように人を動かし、どのように資金を循環

させるか、その視点を持ち込んだ。アーティ

ストやギャラリーと信頼関係を築く過程で、

來住学長は単なるマーケット運営者から「ア

ートとアートマーケットを理解する存在」へ

と認められていったのだ。

「音楽家と長く付き合ってきたから、アー

ト作家にも“この人は理解してくれる”と思っ

てもらえたのだと思う。アーティストが私を

信用してくれたから、ギャラリーも信用して

くれるようになったのです。」と來住学長は

つぶやいた。

アートの価値をめぐって
來住学長が繰り返し強調するのは、アー

トにおける「価値」と「価格」を切り離して

はいけないという点である。

「学校はアカデミー、マーケットはエコノ

ミー。日本ではアカデミーが上でエコノミー

が下。でも本来は並んでいなくてはいけな

い。アートはその二つの真ん中になくてはな

らないのです。」

來住学長は芸術と経済、その両者をどう

結びつけるかに、大きな関心を寄せ、しば

しば、千利休をその象徴として挙げてこう言

うのだ。

「千利休。まさに“価値を価格に変えた”人

なのですよ。「美しい」という感覚を、経済

の言葉に置き換えた。それによって文化が

発展、流通しました。」

茶の湯を通して、侘び・寂びという精神

性を美学として高め、それを商人たちと共

有できる形式にまで洗練させた。茶道具や

空間の美が“価値”として認められ、さらに

茶器に“価格”が与えられたとき、初めてそ

の美は社会の中で流通し人々の意識を変え

た。來住学長は、そこに「日本文化がかつて

持っていたアートの力」を見い出したのであ

る。

「ところが現代日本では、価値と価格が切

る手段であり、国境を越えて理解される可

能性を持っている」。日本のデザインが持つ

考えを「ジャパニーズ・デザイン・シンキン

グ」として体系化したい。簡潔さ、余白の美、

機能と精神性の共存といった日本文化に根

ざした思想を、海外の学生に学んでもらい、

また母国へ持ち帰らせる。授業の英語化も

検討する。

■教育学部

附属幼稚園を擁する教育学部は、名古屋

芸術大学ならではの特色を持つ。芸能事務

所が築いてきた育成法に注目し、それを教

育学に接続する構想を描く。幼児教育の場

で表現を学び、さらに芸能的なメソッドを

組み合わせることで、子どもの感性や表現

力を伸ばす新しい教育モデルを目指す。学

生の吸収力を活かし、従来の教育者像を超

えた「芸術性と表現力を備えた教育者」を

育成する。

「あなたの存在こそが尊い。できるできな

いは関係ない。唯一無二であることを信じ

てほしい」。

來住学長の言葉は、すべての領域に共通

する教育理念を示している。各領域、それ

ぞれ異なる道を歩みながらも、学生一人ひ

とりを「唯一無二の人材」として尊重し、社

会につなげる。それこそが名古屋芸術大学

の教育スタイルなのである。

「伝統＝伝承＋革新」の
未来像

來住尚彦 学長インタビュー り離されてしまった。学問としての芸術はあ

るけれど、社会の中で経済的な力を持つこ

とができていない。それでは、アートは生き

ていくことができない。」

だからこそ、來住学長は名古屋芸術大学

の教育にアートの視点からの「経営」や「経

済」を導入しようとしているのだ。価値と価

格を両輪で回さなければ、芸術は社会で機

能しない。学生たちには、“なぜこれが美し

いのか”、さらに“どうすればそれが人に届く

のか”を考えて欲しいという。

アートとは、表現することで終わらない、

社会の中で生き続ける仕組みをつくること

が大切である。千利休が茶の湯を通して美

を社会に根づかせたように、來住学長も名

古屋芸術大学という教育の場で、芸術を社

会に循環させる仕組みを生み出そうとして

いるのだ。

ゴールの多様性
アートの価値は、社会に出て初めて確定

する。それを経済という文脈に乗せる力を

同時に学ばなければ、せっかくの創造性も

届かない。学生たちが自分の作品の価値を

自ら定め、他者に伝えられるようになること

こそ、芸術教育の本質といえる。そして、そ

の行き着く先は何処か、ゴールは多様だと

來住学長は言う。

「美術館に作品が収蔵されることは、もち

ろん一つのゴールです。けれど、それだけが

道ではない。地域社会に根づき、お店や公

共施設に作品を置かれ、人々の日常に溶け

込ませている作家もいる。あるいは、IPとし

て海外でフィーチャーされることも一つのゴ

ールでしょう。アートの道は一つではなく、

ありすぎるほどに多岐多様なのです。」

「多様なゴールを学生に提示すること」こ

そが大学の使命と來住学長は語る。

「複数のゴールを示し、“君はどこに行き

たいのか”を考えてもらう。大学とはそうし

た選択肢を具体的に提示し、学生が自分自

身で己の道を描けるようにする場所なので

す。」 

「伝統とは、伝承プラス革新である」
そう語る学長の言葉には、70年の歴史を誇る本学が、
次の時代に向けてどう変わるべきかというビジョンが込められている。
アートと社会、教育と市場、そして
学生一人ひとりの未来をどう結びつけるのか。
放送局から音楽プロデューサー、そしてアートフェアの主宰者へ。
プロデューサーとして培ってきた経験と哲学をもとに、
來住学長が語る、名古屋芸術大学のこれから。

來住尚彦（きし なおひこ）
 1985年、早稲田大学理工学部卒業。株式会社東京放送（現
TBSホールディングス）に入社し、オーディオエンジニアとして音

楽番組制作に従事。1996年にライブハウス
「赤坂BLITZ」、2008年にエンターテインメ
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大学の伝統と革新の未来
大学の将来像を語るとき「伝統」という

言葉が使われる。ただしそれは、単に過去

を守ることを意味しない。

「伝統は伝承プラス革新です。」

この考え方に至った背景として、來住学

長は歌舞伎の舞台を例に挙げる。

「歌舞伎だって最初は屋外公演から始ま

り、その後、雨が降ったらどうするか、と工

夫を重ね、ロウソクから電気照明に変わった。

それによって演出が変わり、新しい表現が

生まれました。伝承されてきた型を守りつ

つも、その時代ごとの技術や環境に応じて

変化を取り込むことこそが即ち“伝統”なの

だと思います。」

そして、名古屋芸術大学の70年の歴史を

どう継承し、進化させるかについて、來住学

長はこう強調する。

「創立者である水野　子先生がつくられ

た伝承はしっかり受け継ぐ。同時に、今のテ

クノロジーや時代の要請に応じて新しい仕

組みを加えていく。それが名古屋芸術大学

の未来を輝かせる方法なのだ。」

そして「名古屋芸術大学を作るのは私で

はない。今の学生や若い世代が作るのです。

彼らが社会に出たとき、自分たちが在学し

ていた時よりも名古屋芸術大学が輝いてい

なくてはいけない。」と熱く語る。

伝統をただ保存するのではなく、未来の

学生と卒業生の手によって革新を重ねてい

く。そのための準備が進められている。

領域ごとの展望
（５年後の大学の姿）
■音楽領域

従来のクラシック教育にエンターテイン

メント性を加え、「演奏者＝プレイヤー」から

「舞台を総合的に創り上げるアーティスト」

へと育成の軸を広げる。これまで“演奏者=

プレイヤー”として技術を磨く教育に加え、

観客を惹きつけるステージ演出やパフォー

マンス力を学ぶ機会を提供する。たとえば、

クラシックの枠組みを保ちながらも照明や

舞台美術と組み合わせ、総合的に「舞台を

創る力」を養う。純粋な演奏技術を超え、

聴衆に新たな体験を届けられるアーティス

トを育成する場として確立する。

■美術領域

作品制作の力に加えて、市場でどう評価

されるかを理解する教育を強化する。学生

にはまず多くの作品を見ることを求め、さら

にさまざまな場所での展示、また、できれ

ば他の作家の作品を所有することを経験さ

せる。こうして「好き嫌い」と「価格」の二軸

で価値を体験的に学ぶ。複数のゴールを提

示し、自らの進路を主体的に選び取れる力

を育てる。

■デザイン領域

「日本のデザインは優秀なのです」と断言

する。愛知の“ものづくり”の土壌を背景に、

日本独自のデザイン思考を世界に発信する

ことが名古屋芸術大学の使命だと位置づけ

る。「デザインは共通言語です。思想を伝え

「伝統＝伝承＋革新」大学の未来像

放送局-エンターテインメントの
現場からアートの現場へ
「大学卒業後、TBSに入社。ほどなくして

退社を考えるようになりました。きっと、自

分で仕掛けて、人と人とを繋いでいくことこ

そが性に合っていたのでしょうね。」と笑う。

來住学長にとってすぐ辞めるつもりでいた

会社に留まった期間は、ある意味で寄り道

であったが、財産にもなった。音楽番組やイ

ベントの現場で「どうすれば観客が集まり、

どうすれば資金が回るのか」という生きた

感覚を学び取った大切な時間にもなった。

「自分自身が本当にやりたいのは目の前の

番組作りではなく、人を動かし、お金を循環

させ、社会に仕組みをつくることだった。」

と振り返る。

來住学長のアートとの接点は、自ら制作

することではなく「アートフェアを企画制作

運営すること」から始まった。では、アートフ

ェアとは何かと問うと、來住学長は「音楽フ

ェスととても似たものです。」と答えた。

「サマーソニック（大型音楽フェス）などと

同じです。海外からアーティストを集めて観

客を呼び、そこで音楽を届け、感動と商品

を与える興行。それと全く同じ仕組みで、ア

ートフェアは世界から作品を扱うギャラリー

を集め、富裕層を招き、そこで素晴らしい作

品を売る。根本は何も変わらないのです。」

重要なのは「仕組みを設計する」こと。ど

のように人を動かし、どのように資金を循環

させるか、その視点を持ち込んだ。アーティ

ストやギャラリーと信頼関係を築く過程で、

來住学長は単なるマーケット運営者から「ア

ートとアートマーケットを理解する存在」へ

と認められていったのだ。

「音楽家と長く付き合ってきたから、アー

ト作家にも“この人は理解してくれる”と思っ

てもらえたのだと思う。アーティストが私を

信用してくれたから、ギャラリーも信用して

くれるようになったのです。」と來住学長は

つぶやいた。

アートの価値をめぐって
來住学長が繰り返し強調するのは、アー

トにおける「価値」と「価格」を切り離して

はいけないという点である。

「学校はアカデミー、マーケットはエコノ

ミー。日本ではアカデミーが上でエコノミー

が下。でも本来は並んでいなくてはいけな

い。アートはその二つの真ん中になくてはな

らないのです。」

來住学長は芸術と経済、その両者をどう

結びつけるかに、大きな関心を寄せ、しば

しば、千利休をその象徴として挙げてこう言

うのだ。

「千利休。まさに“価値を価格に変えた”人

なのですよ。「美しい」という感覚を、経済

の言葉に置き換えた。それによって文化が

発展、流通しました。」

茶の湯を通して、侘び・寂びという精神

性を美学として高め、それを商人たちと共

有できる形式にまで洗練させた。茶道具や

空間の美が“価値”として認められ、さらに

茶器に“価格”が与えられたとき、初めてそ

の美は社会の中で流通し人々の意識を変え

た。來住学長は、そこに「日本文化がかつて

持っていたアートの力」を見い出したのであ

る。

「ところが現代日本では、価値と価格が切

る手段であり、国境を越えて理解される可

能性を持っている」。日本のデザインが持つ

考えを「ジャパニーズ・デザイン・シンキン

グ」として体系化したい。簡潔さ、余白の美、

機能と精神性の共存といった日本文化に根

ざした思想を、海外の学生に学んでもらい、

また母国へ持ち帰らせる。授業の英語化も

検討する。

■教育学部

附属幼稚園を擁する教育学部は、名古屋

芸術大学ならではの特色を持つ。芸能事務

所が築いてきた育成法に注目し、それを教

育学に接続する構想を描く。幼児教育の場

で表現を学び、さらに芸能的なメソッドを

組み合わせることで、子どもの感性や表現

力を伸ばす新しい教育モデルを目指す。学

生の吸収力を活かし、従来の教育者像を超

えた「芸術性と表現力を備えた教育者」を

育成する。

「あなたの存在こそが尊い。できるできな

いは関係ない。唯一無二であることを信じ

てほしい」。

來住学長の言葉は、すべての領域に共通

する教育理念を示している。各領域、それ

ぞれ異なる道を歩みながらも、学生一人ひ

とりを「唯一無二の人材」として尊重し、社

会につなげる。それこそが名古屋芸術大学

の教育スタイルなのである。

「伝統＝伝承＋革新」の
未来像

來住尚彦 学長インタビュー り離されてしまった。学問としての芸術はあ

るけれど、社会の中で経済的な力を持つこ

とができていない。それでは、アートは生き

ていくことができない。」

だからこそ、來住学長は名古屋芸術大学

の教育にアートの視点からの「経営」や「経

済」を導入しようとしているのだ。価値と価

格を両輪で回さなければ、芸術は社会で機

能しない。学生たちには、“なぜこれが美し

いのか”、さらに“どうすればそれが人に届く

のか”を考えて欲しいという。

アートとは、表現することで終わらない、

社会の中で生き続ける仕組みをつくること

が大切である。千利休が茶の湯を通して美

を社会に根づかせたように、來住学長も名

古屋芸術大学という教育の場で、芸術を社

会に循環させる仕組みを生み出そうとして

いるのだ。

ゴールの多様性
アートの価値は、社会に出て初めて確定

する。それを経済という文脈に乗せる力を

同時に学ばなければ、せっかくの創造性も

届かない。学生たちが自分の作品の価値を

自ら定め、他者に伝えられるようになること

こそ、芸術教育の本質といえる。そして、そ

の行き着く先は何処か、ゴールは多様だと

來住学長は言う。

「美術館に作品が収蔵されることは、もち

ろん一つのゴールです。けれど、それだけが

道ではない。地域社会に根づき、お店や公

共施設に作品を置かれ、人々の日常に溶け

込ませている作家もいる。あるいは、IPとし

て海外でフィーチャーされることも一つのゴ

ールでしょう。アートの道は一つではなく、

ありすぎるほどに多岐多様なのです。」

「多様なゴールを学生に提示すること」こ

そが大学の使命と來住学長は語る。

「複数のゴールを示し、“君はどこに行き

たいのか”を考えてもらう。大学とはそうし

た選択肢を具体的に提示し、学生が自分自

身で己の道を描けるようにする場所なので

す。」 

「伝統とは、伝承プラス革新である」
そう語る学長の言葉には、70年の歴史を誇る本学が、
次の時代に向けてどう変わるべきかというビジョンが込められている。
アートと社会、教育と市場、そして
学生一人ひとりの未来をどう結びつけるのか。
放送局から音楽プロデューサー、そしてアートフェアの主宰者へ。
プロデューサーとして培ってきた経験と哲学をもとに、
來住学長が語る、名古屋芸術大学のこれから。

來住尚彦（きし なおひこ）
 1985年、早稲田大学理工学部卒業。株式会社東京放送（現
TBSホールディングス）に入社し、オーディオエンジニアとして音

楽番組制作に従事。1996年にライブハウス
「赤坂BLITZ」、2008年にエンターテインメ
ントエリア「赤坂サカス」の立ち上げに携わ
る。 2015年、一般社団法人アート東京を設
立し、東京・京都・大阪などでアートフェア
の企画およびプロデュースを行っている。
2024年4月名古屋芸術大学学長就任。
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“改革の準備”という現在地
「今、大学というものの“立ち位置”が問わ

れていると思います。AIの登場、戦争、社会

の仕組みや世界の構造も大きく変わりつつ

ある。世界の経済や文化の中心が多極化し、

日本が必ずしも“中心”ではなくなる時代に

入っている。そうした中で、名古屋芸術大学

が“どこにいるのか”、つまり大学としてどう

存在するのかを、明確にしておく必要があ

るんです」。

津田副学長の言う『To Be』とは、単なる

理想像ではなく、変化の時代における大学

の存在理由を問う言葉である。

津田副学長は、來住尚彦学長の掲げる

『伝統＝伝承＋革新』という考え方を軸に、

大学の未来像を具体的に描く。

「来住学長は“日本のデザインは優秀であ

る”と断言しています。それは単に技術や形

が優れているという意味ではなく、背景に

ある思想、つまり“考えるデザイン”としての

価値が高いということです。日本のデザイ

ン思考には、簡潔さや余白の美、機能と精

神性の共存といった独自の文化的文脈があ

る。それを“ジャパニーズ・デザイン・シンキ

ング“として再定義し、世界に伝えていくこと

には需要があると思います。地域性を大切

にしながら、世界とつながっていくこと、そ

れが大学の将来像だと思っています。AIの

進化も、国際情勢も、予測の範囲を超えて

いる。だから今の段階では、変革そのもの

よりも“変われるための準備”を整えること

が大事なんです」。

津田副学長は、名古屋芸術大学の現在地

を『変革の準備』と表現する。

「焦って新しい制度や方針をつくるよりも、

まずは変化を受け止めるための“思考の基盤”

を鍛えることが必要です。社会が動くときに、

何をどう見るか。それを支える考え方の基礎

をもう一度、見直す時期にきています」。

それは、大学の教育全体の構造を問い直

すことでもある。

「専門教育を横断する“基礎”の部分を組

み立て直す。変化を理解し、自分で考え直す

力を持つ学生を育てる。その基盤があって

初めて、新しい大学像が見えてくると思いま

す」。

学長が語る『伝統＝伝承＋革新』という

理念は、受け継ぐだけではなく、常に見直し、

更新し続けることを意味する。それが、名古

屋芸術大学が社会において存在感を持ち

続けるための条件であるという。

メディアの変化に応答する大学
『変化に適応する大学』とは、単に社会の

動きに追従する大学ではない。

「メディアは、私たちが世界をどう理解す

るかを形づくるものです。新しいメディアが

生まれると、感じ方や考え方の構造が変わ

ります。メディアの変化は人間の認識や思

考の再構築を促します」 。

基礎デザインの再構築、
広がるデザイン思考
デザイン領域で、今後進められる改革の

ひとつが、教育の根幹にある『基礎デザイ

ン』の再構築である。

「科学に基礎研究と応用研究があるよう

に、デザインにも“基礎”があります。それは、

どんなデザイン分野でも共通する考え方の

仕組みです。けれど、時代が変わればその

基礎も更新しなければいけない。デザイン

領域では1年次にデザイン基礎（ファンデー

ション）というカリキュラムを30年以上前か

ら取り入れています。長期的視点で見ても

有効なカリキュラムとして構築されています

が、近年では新しい考え方も出てきて、デザ

イン基礎の内容をアップデートしたいという

意見もあります」。

デザインとは単なる形の操作ではない。

「デザインは、ものごとを理解するための

思考の方法なんです。社会や技術の動きを

前向きに受け止めながら、ものごとの構造

を読み取り、再構成していく。その柔軟な

思考力こそが、これからの時代を支える基

礎になると思います」。

守るべき基礎を持ちながら、それを時代

に合わせて書き換えていく。

「デザインという言葉が指す範囲は、どん

どん広がっています。以前は、“もの”をつく

ることがデザインでした。でも今は、情報や

空間、環境、制度、コミュニケーション……、

社会のあり方そのものをデザインする時代

になってきています。デザインは社会の仕

組みを考える力なんです」。

デザイン領域ではその拡張を積極的に受

け入れ、教育の中心に据えようとしている。

「専門領域を超えて考えることが当たり前

になってきています。グラフィックも、プロ

ダクトも、空間も、そして人と人との関係さ

えも、デザインの対象になってきている。そ

の幅の広さを取り込むようにしてきました

が、さらにそれを進めることになります。こ

うした垣根のない広がりが名古屋芸術大学

の強みになっていくと思います」。

学長が語る『伝統＝伝承＋革新』という

理念を、教育現場でさらに広げ『考える力』

として置き直していく。

“考える力”を鍛える場として
先端メディア表現コースでは、映像、イン

タラクション、デジタル技術などを活用しな

がら、新しいメディアが人の思考にどう作用

するかを探る試みが続いている。

「メディアは、単に情報を伝える手段では

ありません。先端メディア表現コースではア

ニメやゲームの業界に進んだ卒業生がいま

すが、他方ではメディアを社会のためにどう

役立てるのか思考し、メディアを使った社会

の進化を担う仕事に就いた卒業生たちもい

ます。生活の中の理解の仕組み（eureka）を、

メディアを使って強化すること。メディアの

変化は人の行動を変化させますが、その際

に文化も変わるんですね。文化の変化の風

下には、デザインの変化があります。そのよ

うな変化に対して、常に敏感でありながら

社会と対峙するためには枝葉末節の技術に

依存するだけでは無く、ベーシックな基礎

デザインという部分を鍛えておく必要があ

ると思っています。テクノロジーが発達しメ

ディアが変わるたびに、世界の見え方が変

わる。それに応じて、自分の発想も変えて

いけるようにしておく。それが“思考を鍛え

る教育”の本質だと思います」。

多言語化と異文化理解、
世界に出ていく準備
『思考のデザイン』を支えるもう一つの柱、

それは多言語化への対応だ。來住学長もこ

の点を強調する。

「東海地区は外国籍の居住者が多い地域

で、名古屋芸術大学のキャンパスもすでに多

文化空間になりつつあります。これからは、

英語を学ぶだけではなく、いろんな言語が

飛び交う環境でコミュニケーションできる、

クロスカルチュラルな学習環境を整えること

が重要です」 。

異なる言語に触れることは、異なる文化

に出会うことでもある。

「英語だけでなく、他の言語を通して異文

化を知ることは、自分の考え方を見直す

きっかけにもなります。言語の違いが、むし

ろ世界の捉え方を広げてくれる。その経験

を積んで欲しいし、そんな環境になっていく

と思っています」。

大学の中で『世界に出ていく準備』ができ

ること。それが、今後重要になってくるという。

「名古屋芸術大学は、地域の文化を受け

継ぎながら、世界の変化に呼応していく。

その両方を行き来する大学であることが大

切です。芸術大学は“社会を映す鏡”でもあ

ります。社会の変化を冷静に観察しながら、

自分たちの立ち位置を問い続ける場所です。

基礎を見直し、思考を鍛え、地域と世界の

両方に目を向ける。その営みを積み重ねて

いけば、きっと次の時代に通じる大学にな

れると思っています」 。

地域に根を張る大学であること、そして

世界の変化に対して開かれた大学であるこ

と。その両立こそが、名古屋芸術大学の『位

置づけ』であり、目指す未来像である。

「大きな改革よりも、日々の小さな更新を

積み重ねていく。その繰り返しの中で、大学

の未来は少しずつ形を変えていく。それが

大学らしい変わり方だと思っています」。

学長の理念と副学長の実践が重なり合う

場所に、名古屋芸術大学の未来『To Be』の

かたちが、確かに見えている。

大学は、その変化を観察し、翻訳し、次の

世代に渡す場所であるべきだという。

「新しいテクノロジーに振り回されるだけ

ではなく、そこにどんな新しい思考の可能

性があるかを見極める。芸術大学は、その

変化を読み解く場所でもあると思います」。

それは学長の『価値を社会に接続する』

という考えの基盤になるもので、社会と思

考の接点を模索するものである。芸術を社

会の外に置かず、社会の構造を読み解く知

の装置として機能させる。大学を社会と世

界の中でどう機能させるか、一つの答えとい

えよう。

「名古屋芸術大学は愛知に根ざした大学

です。この地域の文化的なストックの上に

立ち、その経験を世界の中で新しい文脈と

して発信していく。地域に立脚しながらグ

ローバルとつながる。それが、今後、大学が

目指すべき姿だと考えています」。

地域性と国際性の両立、伝統と革新の両

輪、その両方を行き来できる柔軟さを持つ

ことが、来住学長・津田副学長が志向する

名古屋芸術大学の未来像である。

名古屋芸術大学の今後
世界の構造が変わる中での大学の位置づけ

デザインとメディア、思考を鍛える教育へ

名古屋芸術大学の“To Be” 
伝承と革新、
來住学長の理念とともに
大学の存在を再構築する
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After 1945: Scream Against the Sky」※１（グッゲンハイム
美術館他）、「第3回フランクフルト国際現代美術トリエン
ナーレ」（フランクフルト クンストフェライン）、「（共有)さ

れる視線」（東京都写真美術館）、「マ
ニエラの交叉点―版画と映像表現
の現在―」（町田市立国際版画美術
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義としての芸術」（名古屋大学 豊田
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“改革の準備”という現在地
「今、大学というものの“立ち位置”が問わ

れていると思います。AIの登場、戦争、社会

の仕組みや世界の構造も大きく変わりつつ

ある。世界の経済や文化の中心が多極化し、

日本が必ずしも“中心”ではなくなる時代に

入っている。そうした中で、名古屋芸術大学

が“どこにいるのか”、つまり大学としてどう

存在するのかを、明確にしておく必要があ

るんです」。

津田副学長の言う『To Be』とは、単なる

理想像ではなく、変化の時代における大学

の存在理由を問う言葉である。

津田副学長は、來住尚彦学長の掲げる

『伝統＝伝承＋革新』という考え方を軸に、

大学の未来像を具体的に描く。

「来住学長は“日本のデザインは優秀であ

る”と断言しています。それは単に技術や形

が優れているという意味ではなく、背景に

ある思想、つまり“考えるデザイン”としての

価値が高いということです。日本のデザイ

ン思考には、簡潔さや余白の美、機能と精

神性の共存といった独自の文化的文脈があ

る。それを“ジャパニーズ・デザイン・シンキ

ング“として再定義し、世界に伝えていくこと

には需要があると思います。地域性を大切

にしながら、世界とつながっていくこと、そ

れが大学の将来像だと思っています。AIの

進化も、国際情勢も、予測の範囲を超えて

いる。だから今の段階では、変革そのもの

よりも“変われるための準備”を整えること

が大事なんです」。

津田副学長は、名古屋芸術大学の現在地

を『変革の準備』と表現する。

「焦って新しい制度や方針をつくるよりも、

まずは変化を受け止めるための“思考の基盤”

を鍛えることが必要です。社会が動くときに、

何をどう見るか。それを支える考え方の基礎

をもう一度、見直す時期にきています」。

それは、大学の教育全体の構造を問い直

すことでもある。

「専門教育を横断する“基礎”の部分を組

み立て直す。変化を理解し、自分で考え直す

力を持つ学生を育てる。その基盤があって

初めて、新しい大学像が見えてくると思いま

す」。

学長が語る『伝統＝伝承＋革新』という

理念は、受け継ぐだけではなく、常に見直し、

更新し続けることを意味する。それが、名古

屋芸術大学が社会において存在感を持ち

続けるための条件であるという。

メディアの変化に応答する大学
『変化に適応する大学』とは、単に社会の

動きに追従する大学ではない。

「メディアは、私たちが世界をどう理解す

るかを形づくるものです。新しいメディアが

生まれると、感じ方や考え方の構造が変わ

ります。メディアの変化は人間の認識や思

考の再構築を促します」 。

基礎デザインの再構築、
広がるデザイン思考
デザイン領域で、今後進められる改革の

ひとつが、教育の根幹にある『基礎デザイ

ン』の再構築である。

「科学に基礎研究と応用研究があるよう

に、デザインにも“基礎”があります。それは、

どんなデザイン分野でも共通する考え方の

仕組みです。けれど、時代が変わればその

基礎も更新しなければいけない。デザイン

領域では1年次にデザイン基礎（ファンデー

ション）というカリキュラムを30年以上前か

ら取り入れています。長期的視点で見ても

有効なカリキュラムとして構築されています

が、近年では新しい考え方も出てきて、デザ

イン基礎の内容をアップデートしたいという

意見もあります」。

デザインとは単なる形の操作ではない。

「デザインは、ものごとを理解するための

思考の方法なんです。社会や技術の動きを

前向きに受け止めながら、ものごとの構造

を読み取り、再構成していく。その柔軟な

思考力こそが、これからの時代を支える基

礎になると思います」。

守るべき基礎を持ちながら、それを時代

に合わせて書き換えていく。

「デザインという言葉が指す範囲は、どん

どん広がっています。以前は、“もの”をつく

ることがデザインでした。でも今は、情報や

空間、環境、制度、コミュニケーション……、

社会のあり方そのものをデザインする時代

になってきています。デザインは社会の仕

組みを考える力なんです」。

デザイン領域ではその拡張を積極的に受

け入れ、教育の中心に据えようとしている。

「専門領域を超えて考えることが当たり前

になってきています。グラフィックも、プロ

ダクトも、空間も、そして人と人との関係さ

えも、デザインの対象になってきている。そ

の幅の広さを取り込むようにしてきました

が、さらにそれを進めることになります。こ

うした垣根のない広がりが名古屋芸術大学

の強みになっていくと思います」。

学長が語る『伝統＝伝承＋革新』という

理念を、教育現場でさらに広げ『考える力』

として置き直していく。

“考える力”を鍛える場として
先端メディア表現コースでは、映像、イン

タラクション、デジタル技術などを活用しな

がら、新しいメディアが人の思考にどう作用

するかを探る試みが続いている。

「メディアは、単に情報を伝える手段では

ありません。先端メディア表現コースではア

ニメやゲームの業界に進んだ卒業生がいま

すが、他方ではメディアを社会のためにどう

役立てるのか思考し、メディアを使った社会

の進化を担う仕事に就いた卒業生たちもい

ます。生活の中の理解の仕組み（eureka）を、

メディアを使って強化すること。メディアの

変化は人の行動を変化させますが、その際

に文化も変わるんですね。文化の変化の風

下には、デザインの変化があります。そのよ

うな変化に対して、常に敏感でありながら

社会と対峙するためには枝葉末節の技術に

依存するだけでは無く、ベーシックな基礎

デザインという部分を鍛えておく必要があ

ると思っています。テクノロジーが発達しメ

ディアが変わるたびに、世界の見え方が変

わる。それに応じて、自分の発想も変えて

いけるようにしておく。それが“思考を鍛え

る教育”の本質だと思います」。

多言語化と異文化理解、
世界に出ていく準備
『思考のデザイン』を支えるもう一つの柱、

それは多言語化への対応だ。來住学長もこ

の点を強調する。

「東海地区は外国籍の居住者が多い地域

で、名古屋芸術大学のキャンパスもすでに多

文化空間になりつつあります。これからは、

英語を学ぶだけではなく、いろんな言語が

飛び交う環境でコミュニケーションできる、

クロスカルチュラルな学習環境を整えること

が重要です」 。

異なる言語に触れることは、異なる文化

に出会うことでもある。

「英語だけでなく、他の言語を通して異文

化を知ることは、自分の考え方を見直す

きっかけにもなります。言語の違いが、むし

ろ世界の捉え方を広げてくれる。その経験

を積んで欲しいし、そんな環境になっていく

と思っています」。

大学の中で『世界に出ていく準備』ができ

ること。それが、今後重要になってくるという。

「名古屋芸術大学は、地域の文化を受け

継ぎながら、世界の変化に呼応していく。

その両方を行き来する大学であることが大

切です。芸術大学は“社会を映す鏡”でもあ

ります。社会の変化を冷静に観察しながら、

自分たちの立ち位置を問い続ける場所です。

基礎を見直し、思考を鍛え、地域と世界の

両方に目を向ける。その営みを積み重ねて

いけば、きっと次の時代に通じる大学にな

れると思っています」 。

地域に根を張る大学であること、そして

世界の変化に対して開かれた大学であるこ

と。その両立こそが、名古屋芸術大学の『位

置づけ』であり、目指す未来像である。

「大きな改革よりも、日々の小さな更新を

積み重ねていく。その繰り返しの中で、大学

の未来は少しずつ形を変えていく。それが

大学らしい変わり方だと思っています」。

学長の理念と副学長の実践が重なり合う

場所に、名古屋芸術大学の未来『To Be』の

かたちが、確かに見えている。

大学は、その変化を観察し、翻訳し、次の

世代に渡す場所であるべきだという。

「新しいテクノロジーに振り回されるだけ

ではなく、そこにどんな新しい思考の可能

性があるかを見極める。芸術大学は、その

変化を読み解く場所でもあると思います」。

それは学長の『価値を社会に接続する』

という考えの基盤になるもので、社会と思

考の接点を模索するものである。芸術を社

会の外に置かず、社会の構造を読み解く知

の装置として機能させる。大学を社会と世

界の中でどう機能させるか、一つの答えとい

えよう。

「名古屋芸術大学は愛知に根ざした大学

です。この地域の文化的なストックの上に

立ち、その経験を世界の中で新しい文脈と

して発信していく。地域に立脚しながらグ

ローバルとつながる。それが、今後、大学が

目指すべき姿だと考えています」。

地域性と国際性の両立、伝統と革新の両

輪、その両方を行き来できる柔軟さを持つ

ことが、来住学長・津田副学長が志向する

名古屋芸術大学の未来像である。

名古屋芸術大学の今後
世界の構造が変わる中での大学の位置づけ

デザインとメディア、思考を鍛える教育へ

名古屋芸術大学の“To Be” 
伝承と革新、
來住学長の理念とともに
大学の存在を再構築する

津田佳紀 副学長インタビュー

津田 佳紀（つだ　よしのり）
教授/副学長/アドミッションセンター長
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美術館他）、「第3回フランクフルト国際現代美術トリエン
ナーレ」（フランクフルト クンストフェライン）、「（共有)さ

れる視線」（東京都写真美術館）、「マ
ニエラの交叉点―版画と映像表現
の現在―」（町田市立国際版画美術
館）、「COLD_SCHOOL MS004：講
義としての芸術」（名古屋大学 豊田
講堂）などがある。
（※１岡崎乾二郎との共同制作）
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アートが社会と
つながるための場所
名古屋芸術大学の美術領域が、百貨店・

松坂屋と連携して開催するアートフェア

『artists N,G,Y』は、学生と卒業生の作品を

実際に販売する取り組みとして注目を集め

ている。大学が主導して作品を『売る』とい

う行為は、これまでの芸術教育の枠を一歩

超える試みだ。

「作品をつくるということ自体はもちろん

素晴らしいことです。でも、他者が関わるこ

とで生まれる価値というのは、それとはまっ

たく別の次元なんです。自分が描いた作品

が、誰かの手に渡り、その人の生活の中で

意味を持つ。その瞬間に、学生たちは“自分

が社会の中で存在している”という感覚を初

めて実感するんです」。

長谷川教授は、この『他者との関わり』こ

そが芸術教育において欠かせない体験だと

語る。

『artists N,G,Y』は今年で3回目を迎えた。

初回は松坂屋南館オルガン広場、3回目の

今年度は、大きく規模を拡大し8階フロア

を全面的に使った構成となった。

「今までは、美術大学が“作品を販売する”

ということ自体、あまり考えられてきません

でした。でも、作品が社会に出て、さまざま

な場所で人の手を経ていくことで、また新し

い価値を持つ。その仕組みを学生時代から

体験できる場が必要だと思ったんです」。

來住学長が語る『価値と価格の両輪』と

いう考え方を、美術領域は具体的に具現化

している。

「価値だけを追い求める理想論でもなく、

価格だけを見る商業主義でもない。その中

間にある“社会との接点”を、学生が自らの

手で掴む。それがこのアートフェアの意義で

はないかと思います」。

來住学長は、美術領域に対して「作品制

作の力に加えて、市場でどう評価されるか

を理解する教育を強化する」と語っている。

学生にはまず多くの作品を見せ、展示や販

売など多様な場で作品がどう受け止められ

るかを経験させる。さらに、可能であれば他

の作家の作品を『所有する』ことも勧めて

いる。『好き嫌い』と『価格』という二軸で

価値を体験的に理解することで、学生が自

らの進路を主体的に選び取れる力を育てる。

そうした理念を、長谷川教授はこのアート

フェアを通して実践している。

“売る”という行為の
向こうにある学び
芸術の世界には、長く『作品に値段をつ

けることは俗っぽい』という意識があった。

しかし、それを乗り越える時期に来ている

のではないだろうか。

「アートは、本来自分の内面を純化させて

表現する営みで、そこに数字を持ち込むこと

への抵抗感は確かにありました。でも、学

生たちはこのあと社会に出ていく。そのと

きに“自分の作品の価値をどう伝えるか”を

知らないままでは、次の一歩を踏み出せま

せん」。

実際に販売を通して作品が他者の手に渡

ると、学生たちは大きな変化を見せるとい

う。

「値段をつけ、誰かが自分の作品にお金

を払うという行為は、学生にとって想像以上

に大きな経験です。“自分の作品には意味が

ある”と確信できた瞬間に、表現の質も変わ

る。このフェアは、そうした“自信の起点”を

作る場になっているんです」。

それは、來住学長が語る『価値を社会に

循環させる教育』にも通じる。アートを社会

に開き、他者の目に触れさせることによって

初めて『意味』が生まれる。作品が『個人の

表現』から『社会の共有財産』へと変わる、

その実感である。

「作ることが目的でもいいんです。でも、

誰かに見てもらうことで生まれる次の表現

がある。学生や卒業生がその体験を積み重

ねていけば、自分の活動を社会の中でどう

位置づけるかが見えてくる」。

多様なゴールを示す教育へ
アートフェアは、学生と卒業生だけでなく、

卒業生、また一度活動を中断した作家たち

の場にもなりつつある。

「卒業生の中には、一度制作を止めてし

まった人もいます。でも、もう一度作品を社

会に出したいと思う人たちが戻ってこられる

場としても、意味のあることだと思っていま

す」。

そしてその広がりは、『アートのゴールは

一つではない』という考えと重なる。

「美術館に収蔵されることも、誰かの家に

飾られることも、公共空間で人の心を癒や

すことも、どれも正しいゴールです。アート

は“自分のため”だけでなく、“他者のため”に

もある。学生たちがそう実感できるような

環境を整えるのが、大学の使命だと思って

います」。

作品を作り、社会に送り出すこと。表現

技術を守りながら、時代の中で新しい出会

いを生み出す。『artists N,G,Y』はその象徴

的なプロジェクトといえる。

価値と価格の間にも、
学びがある

AIが答えを出す時代に
人は何を学ぶのか
音楽大学の存在意義が問われている。

ピアノやヴァイオリンを学ぶ学生が減り、

全国の音大オーケストラが維持できなくな

りつつある。大内孝夫教授は、自著『音大崩

壊~音楽教育を救うたった2つのアプロー

チ~』の中でそうした現実を見据えつつ、崩

壊させないために何をすべきかを問い続け

てきた。

「20年前、音大生は全大学生の約2%を

占めていましたが、いまは1%を切っていま

す。これは単なる少子化の問題ではなく、

社会全体が“芸術の学びの価値”を見失い

つつある現象なんです」。

AIが作曲し、演奏を自動化できる時代に、

人間の学びはどこに残るのか。

「AIが発達すれば、複雑な計算や理論は

AIがやるようになります。でも、AIには美し

いと感じる心はない。人の心を動かすもの

を創るのは人間だけです」。

音楽教育は、単なる技能訓練ではない。

人の感情を理解し、他者の心を動かす力を

育てる場である。大内教授は「人間のアイデ

ンティティとは、美しいものを美しい、おい

しいものはおいしいと感じること。喜怒哀楽

や共感・反感などの感情があること」と語る。

音楽で学ぶことは、決して音楽だけに使

えるスキルではない。大内教授は、このこと

を繰り返し述べてきた。

「先生とマンツーマンで学ぶことで、年齢

の離れた人と対話できるコミュニケーショ

ン力が身につきます。演奏会という締め切

りに向けて練習を重ねる中で、目標設定、

工程管理、期日管理も自然と覚える。礼儀、

正確・丁寧さ、段取りのコツ、すべて音楽か

ら学べる力です」。

それに加え、AIが『正解』を導く時代にあっ

て『答えのない問いに向き合う力』こそ、これ

からの社会に求められる学びであると語る。

「これからは、答えのない世界で“最高の

もの”を考え出せる人間が生き残る。芸術と

はまさに、その“答えのない最高”を追求す

る営みなんです」。

プレイヤーからアーティストへ、
学長の方針を受けて
名古屋芸術大学の音楽領域には、他の音

大にはない強みがある。

「名古屋芸術大学は音楽だけじゃない。舞

台芸術、美術、デザイン、映像、照明などが

ある。芸術を“掛け合わせる”ことができます。

音楽と美術、音楽とデザイン、あるいは音楽

とテクノロジー。掛け合わせることでまった

く新しい表現が生まれる。それが芸術大学

の特権です」。

そうした環境を背景に、來住学長は『見せ

る力』を加えようと考えている。これまで音

楽教育、とりわけクラシックの世界ではエン

ターテインメント要素を加えることをタブー

視していた時代が続いていた。そうしたこれ

までの在り方をアップデートしようという取

り組みが始まっている。照明や舞台美術と

組み合わせて『ステージを創る』ことまで学

ぶことのできる場所、純粋な演奏技術を超

えて観客に新たな体験を届けられるアー

ティストを育てる場所、大学を新しい学び

の場所へ位置づける。

大内教授はこの方針を『演奏者=プレイ

ヤー』から『舞台を総合的に創り上げるアー

ティスト』へと広げる教育の方向性と受け止

めている。

「クラシックの枠を保ちながらも、観客を

惹きつけるステージ演出やパフォーマンス

力を学べる場にしたい。クラシックだけが

音楽じゃない。ジャズやロック、声優も、真

剣にやれば人の心を動かせる。多様な芸術

にさまざまな面からアプローチできることこ

そ、名古屋芸術大学の強みです」。

音楽を“社会に届ける”学びへ
大内教授は、音楽の価値を技術だけでは

なく、体験にも見出す。

「演奏が上手いだけでは公演に人は来ない。

楽しくなければステージじゃない。どうやっ

て観客に届けるか、自分をどうブランディン

グするかを考える力も育てていきたいです」。

音楽もまた、社会と共鳴してこそ生きる。

学生が自分のステージを企画し、観客と対

話しながら新しい音楽の形を探る。そうし

た学びを大学が支援する体制を整えていき

たいという。

「小さな成功体験を持たせることはでき

る。できなかったことができるようになる、

その繰り返しが自信になり、学ぶ意欲になっ

ていくと思います」。

成果だけではなく過程を見守り、一人ひと

りの達成を喜び合う。どうしたら伝わるか、

人の心を動かすことができるかの体験を通

して学ぶ環境をさらに充実させたいという。

AIの時代だからこそ、心を扱う芸術の意

味が高まる。さまざまな音楽を核としつつ、

他の領域も横断しながら音楽を『社会の中

で生きる力』へと変えていく。

「演奏を見せるだけではなく、人を幸せに

する音楽をどう届けるか。その力を育てたい。

音楽が人の心を動かす限り、音楽大学の存

在意義はなくならないと思っています」。

クラシックとエンターテインメントの
あいだで、音楽の未来を創る

大内孝夫（おおうち　たかお）
教授/音楽領域主任
1984年、慶應義塾大学経済学部卒業。みずほ銀行に入行し、支店長、

銀行等保有株式取得機構運営企画室長などを歴任。全日本ピアノ指導者
協会（ピティナ）評議員、日本弦楽指導者協会（JASTA）顧問、名古屋音楽
学校アドバイザーなどを務める。
著書に『音大崩壊』『「音大卒」は武器になる』『「音大卒」の戦い方』（ヤ

マハミュージックエンタテインメントホールディングス）、『AI時代最強の子育て戦略「ピアノ
習ってます」は武器になる』（音楽之友社）がある。

長谷川喜久（はせがわ よしひさ）
教授/美術領域主任（日本画コース）
1988年金沢美術工芸大学大学院修了。上海美術館や岐阜県美術館、古
川美術館などでの大型展示を展開しながら、建仁寺塔頭両足院の為の花
鳥図屏風（2016年）や瑞龍寺塔頭天澤院の迫力ある双龍図襖絵(2019年）
というトラディショナルな仕事もこなす。
また野口五郎氏が発表した数々のヒット曲から着想を得た展覧会や空
想の動物園をテーマにした展示などプロデューサーとしての活動も多く、従来の日本画家のイ
メージを大きく飛躍させている。
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アートが社会と
つながるための場所
名古屋芸術大学の美術領域が、百貨店・

松坂屋と連携して開催するアートフェア

『artists N,G,Y』は、学生と卒業生の作品を

実際に販売する取り組みとして注目を集め

ている。大学が主導して作品を『売る』とい

う行為は、これまでの芸術教育の枠を一歩

超える試みだ。

「作品をつくるということ自体はもちろん

素晴らしいことです。でも、他者が関わるこ

とで生まれる価値というのは、それとはまっ

たく別の次元なんです。自分が描いた作品

が、誰かの手に渡り、その人の生活の中で

意味を持つ。その瞬間に、学生たちは“自分

が社会の中で存在している”という感覚を初

めて実感するんです」。

長谷川教授は、この『他者との関わり』こ

そが芸術教育において欠かせない体験だと

語る。

『artists N,G,Y』は今年で3回目を迎えた。

初回は松坂屋南館オルガン広場、3回目の

今年度は、大きく規模を拡大し8階フロア

を全面的に使った構成となった。

「今までは、美術大学が“作品を販売する”

ということ自体、あまり考えられてきません

でした。でも、作品が社会に出て、さまざま

な場所で人の手を経ていくことで、また新し

い価値を持つ。その仕組みを学生時代から

体験できる場が必要だと思ったんです」。

來住学長が語る『価値と価格の両輪』と

いう考え方を、美術領域は具体的に具現化

している。

「価値だけを追い求める理想論でもなく、

価格だけを見る商業主義でもない。その中

間にある“社会との接点”を、学生が自らの

手で掴む。それがこのアートフェアの意義で

はないかと思います」。

來住学長は、美術領域に対して「作品制

作の力に加えて、市場でどう評価されるか

を理解する教育を強化する」と語っている。

学生にはまず多くの作品を見せ、展示や販

売など多様な場で作品がどう受け止められ

るかを経験させる。さらに、可能であれば他

の作家の作品を『所有する』ことも勧めて

いる。『好き嫌い』と『価格』という二軸で

価値を体験的に理解することで、学生が自

らの進路を主体的に選び取れる力を育てる。

そうした理念を、長谷川教授はこのアート

フェアを通して実践している。

“売る”という行為の
向こうにある学び
芸術の世界には、長く『作品に値段をつ

けることは俗っぽい』という意識があった。

しかし、それを乗り越える時期に来ている

のではないだろうか。

「アートは、本来自分の内面を純化させて

表現する営みで、そこに数字を持ち込むこと

への抵抗感は確かにありました。でも、学

生たちはこのあと社会に出ていく。そのと

きに“自分の作品の価値をどう伝えるか”を

知らないままでは、次の一歩を踏み出せま

せん」。

実際に販売を通して作品が他者の手に渡

ると、学生たちは大きな変化を見せるとい

う。

「値段をつけ、誰かが自分の作品にお金

を払うという行為は、学生にとって想像以上

に大きな経験です。“自分の作品には意味が

ある”と確信できた瞬間に、表現の質も変わ

る。このフェアは、そうした“自信の起点”を

作る場になっているんです」。

それは、來住学長が語る『価値を社会に

循環させる教育』にも通じる。アートを社会

に開き、他者の目に触れさせることによって

初めて『意味』が生まれる。作品が『個人の

表現』から『社会の共有財産』へと変わる、

その実感である。

「作ることが目的でもいいんです。でも、

誰かに見てもらうことで生まれる次の表現

がある。学生や卒業生がその体験を積み重

ねていけば、自分の活動を社会の中でどう

位置づけるかが見えてくる」。

多様なゴールを示す教育へ
アートフェアは、学生と卒業生だけでなく、

卒業生、また一度活動を中断した作家たち

の場にもなりつつある。

「卒業生の中には、一度制作を止めてし

まった人もいます。でも、もう一度作品を社

会に出したいと思う人たちが戻ってこられる

場としても、意味のあることだと思っていま

す」。

そしてその広がりは、『アートのゴールは

一つではない』という考えと重なる。

「美術館に収蔵されることも、誰かの家に

飾られることも、公共空間で人の心を癒や

すことも、どれも正しいゴールです。アート

は“自分のため”だけでなく、“他者のため”に

もある。学生たちがそう実感できるような

環境を整えるのが、大学の使命だと思って

います」。

作品を作り、社会に送り出すこと。表現

技術を守りながら、時代の中で新しい出会

いを生み出す。『artists N,G,Y』はその象徴

的なプロジェクトといえる。

価値と価格の間にも、
学びがある

AIが答えを出す時代に
人は何を学ぶのか
音楽大学の存在意義が問われている。

ピアノやヴァイオリンを学ぶ学生が減り、

全国の音大オーケストラが維持できなくな

りつつある。大内孝夫教授は、自著『音大崩

壊~音楽教育を救うたった2つのアプロー

チ~』の中でそうした現実を見据えつつ、崩

壊させないために何をすべきかを問い続け

てきた。

「20年前、音大生は全大学生の約2%を

占めていましたが、いまは1%を切っていま

す。これは単なる少子化の問題ではなく、

社会全体が“芸術の学びの価値”を見失い

つつある現象なんです」。

AIが作曲し、演奏を自動化できる時代に、

人間の学びはどこに残るのか。

「AIが発達すれば、複雑な計算や理論は

AIがやるようになります。でも、AIには美し

いと感じる心はない。人の心を動かすもの

を創るのは人間だけです」。

音楽教育は、単なる技能訓練ではない。

人の感情を理解し、他者の心を動かす力を

育てる場である。大内教授は「人間のアイデ

ンティティとは、美しいものを美しい、おい

しいものはおいしいと感じること。喜怒哀楽

や共感・反感などの感情があること」と語る。

音楽で学ぶことは、決して音楽だけに使

えるスキルではない。大内教授は、このこと

を繰り返し述べてきた。

「先生とマンツーマンで学ぶことで、年齢

の離れた人と対話できるコミュニケーショ

ン力が身につきます。演奏会という締め切

りに向けて練習を重ねる中で、目標設定、

工程管理、期日管理も自然と覚える。礼儀、

正確・丁寧さ、段取りのコツ、すべて音楽か

ら学べる力です」。

それに加え、AIが『正解』を導く時代にあっ

て『答えのない問いに向き合う力』こそ、これ

からの社会に求められる学びであると語る。

「これからは、答えのない世界で“最高の

もの”を考え出せる人間が生き残る。芸術と

はまさに、その“答えのない最高”を追求す

る営みなんです」。

プレイヤーからアーティストへ、
学長の方針を受けて
名古屋芸術大学の音楽領域には、他の音

大にはない強みがある。

「名古屋芸術大学は音楽だけじゃない。舞

台芸術、美術、デザイン、映像、照明などが

ある。芸術を“掛け合わせる”ことができます。

音楽と美術、音楽とデザイン、あるいは音楽

とテクノロジー。掛け合わせることでまった

く新しい表現が生まれる。それが芸術大学

の特権です」。

そうした環境を背景に、來住学長は『見せ

る力』を加えようと考えている。これまで音

楽教育、とりわけクラシックの世界ではエン

ターテインメント要素を加えることをタブー

視していた時代が続いていた。そうしたこれ

までの在り方をアップデートしようという取

り組みが始まっている。照明や舞台美術と

組み合わせて『ステージを創る』ことまで学

ぶことのできる場所、純粋な演奏技術を超

えて観客に新たな体験を届けられるアー

ティストを育てる場所、大学を新しい学び

の場所へ位置づける。

大内教授はこの方針を『演奏者=プレイ

ヤー』から『舞台を総合的に創り上げるアー

ティスト』へと広げる教育の方向性と受け止

めている。

「クラシックの枠を保ちながらも、観客を

惹きつけるステージ演出やパフォーマンス

力を学べる場にしたい。クラシックだけが

音楽じゃない。ジャズやロック、声優も、真

剣にやれば人の心を動かせる。多様な芸術

にさまざまな面からアプローチできることこ

そ、名古屋芸術大学の強みです」。

音楽を“社会に届ける”学びへ
大内教授は、音楽の価値を技術だけでは

なく、体験にも見出す。

「演奏が上手いだけでは公演に人は来ない。

楽しくなければステージじゃない。どうやっ

て観客に届けるか、自分をどうブランディン

グするかを考える力も育てていきたいです」。

音楽もまた、社会と共鳴してこそ生きる。

学生が自分のステージを企画し、観客と対

話しながら新しい音楽の形を探る。そうし

た学びを大学が支援する体制を整えていき

たいという。

「小さな成功体験を持たせることはでき

る。できなかったことができるようになる、

その繰り返しが自信になり、学ぶ意欲になっ

ていくと思います」。

成果だけではなく過程を見守り、一人ひと

りの達成を喜び合う。どうしたら伝わるか、

人の心を動かすことができるかの体験を通

して学ぶ環境をさらに充実させたいという。

AIの時代だからこそ、心を扱う芸術の意

味が高まる。さまざまな音楽を核としつつ、

他の領域も横断しながら音楽を『社会の中

で生きる力』へと変えていく。

「演奏を見せるだけではなく、人を幸せに

する音楽をどう届けるか。その力を育てたい。

音楽が人の心を動かす限り、音楽大学の存

在意義はなくならないと思っています」。

クラシックとエンターテインメントの
あいだで、音楽の未来を創る
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習ってます」は武器になる』（音楽之友社）がある。
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想の動物園をテーマにした展示などプロデューサーとしての活動も多く、従来の日本画家のイ
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トーンマイスターとは
録音技術と音楽的教養を兼ね備えた音のスペシャリストを指します。単なる“録音技術者”ではなく、
音楽を理解し作品の芸術性を引き出すパートナーとして、演奏家と対等に音づくりを行う存在です。ド
イツのベルリン芸術大学やデトモルト音楽大学をはじめ、ヨーロッパ各国の音楽大学で養成され、現
在も放送・音楽制作など多様な分野で活躍しています。

科学をアートで伝える、
先端メディア表現コース×名古屋市科学館
「メディアアートで科学の魅力を伝えてみた！」
デザイン領域先端メディア表

現コース3年生は、名古屋市科

学館とコラボレーションし、「メ

ディアアートで科学の魅力を伝

えてみた！」を開催しました。

2025年10月4日（土）・5日（日）

の2日間、名古屋市科学館 生命

館地下2階サイエンスホールに

て、学生たちが制作したメディ

アアート作品を展示。工作や実

験を通して科学の楽しさを体

験できる「青少年のための科学

の祭典（名古屋大会）」と同時

開催され、親子連れを中心に多

くの来場者で賑わいました。

会場には、プログラミングを

用いたゲームや、身体を使って

楽しむアトラクションなど、学

生たちの自由な発想から生まれ

た作品が並びました。どの作品

にも共通していたのは、「科学

を難しいものではなく、触れて

感じられるものにしたい」とい

う思いです。

北村菜々さんの作品「周期表

の中から探し出せ！Gen Search」

1は、元素周期表をテーマにし

たゲーム作品。北村さんは「周

期表の並び方がすごく美しいと

思っていて、それを小さな子に

も感じてほしかった」と話しま

す。画面に映し出された元素を

探し出すアクションゲームで、遊

びながら化学の世界に親しめ

るようになっています。子ども

たちに大人気で、何度も挑戦す

る参加者も多く、会場は笑顔と

歓声に包まれました。「こんな

大きな会場で多くの人に自分の

作品を体験してもらえるのはと

ても嬉しいです」と北村さんは

語りました。

寺本和奏さんの作品「深海散

歩 ―いざ、未知の世界へ―」2

は、暗室を使った空間インスタ

レーション。吊るされた深海生

物の模型とジオラマで深海を

再現し、ブラックライトを当て

ると光る蛍光塗料によって、暗

闇に幻想的な世界が浮かび上

がります。虫眼鏡を使って深海

に潜むゴミを探す仕掛けもあり、

環境問題にも目を向けた作品

です。寺本さんは「造形に挑戦

してみたくて、段ボールと紙だ

けで深海生物を作りました。時

間はかかりましたが、空間ごと

“深海”を表現できたと思います」

と話しました。

永水彩花さんの作品「雪の花

を咲かせて」3は、温度と水蒸

気量をコントローラーで設定す

ると、その条件で生成される雪

の結晶を表示する作品です。生

成された雪の結晶には、それぞ

れ異なるキャラクターがデザイ

ンされており、体験者にはその

ステッカーが配布されました。

永水さんは「プログラミングで

自然現象を再現したいと思いま

した。条件を変えると結晶の形

が変わるところが科学的で面白

いと思います。子どもたちが操

作しながら“雪の研究者”のよう

に楽しんでくれて嬉しかったで

す」と語りました。

展示を担当した加藤良将講

師は「今年はコンピューターを

使ったデジタル作品だけでなく、

立体的な作品や、手を動かして

体験できる作品が多かった印象

です。ワークショップ形式のも

のも増え、子どもたちが家でも

やってみたいと思えるような内

容になったと思います。毎年、

学生たちには方向性を指示せ

ず主体的に制作してもらってい

ますが、今年は特に“科学をど

う伝えるか”をそれぞれが考え、

身近で分かりやすい表現に仕

上げてくれました」と振り返りま

した。

子どもたちが科学の面白さを

体験し、学生たちはアートを通

して科学を“伝える力”を磨いた

2日間。科学とメディアアートが

出会うこのイベントは、名古屋

市科学館とナディアパークの共

催により、今後も継続して開催

される予定です。

サウンドメディアコンポジションコース 公開講座
トーンマイスターワークショップ2025
 ―音を創造する3日間―

サウンドメディアコンポジショ

ンコースは、2025年10月9日・

11日・12日にわたり、公開講座

「トーンマイスターワークショッ

プ2025」を開催しました。講師

にはドイツ・ベルリンよりトーン

マイスターのフローリアン・B・

シュミット氏を招き、本学ウイン

ドオーケストラによる吹奏楽セ

ッションレコーディングを通し

て、録音・編集・ミックス・3D

オーディオ制作までの全工程を

実践的に学ぶプログラムが展開

されました。

初日は、フローリアン氏によ

る特別講義「芸術的な音楽録音

とは？」からスタートしました。 

「録音は音を“残す”行為では

なく、音楽を“伝える”ための創

造行為です」と語るフローリア

ン氏。録音で最も重要なのは技

術ではなく“音楽の意図”を理

解することだと強調し、「マイク

の位置や機材の選択も、すべて

その目的のためにある」と述べ

ました。

2日目は本格的なセッション

録音が開始されました。録音曲

は、八木澤教司作曲の「我がゆ

く道を我は行くなり」と「散歩、

日傘をさす女性 ― クロード・

モネに寄せて」。指揮は遠藤宏

幸准教授と、作曲者である八木

澤教司客員教授がそれぞれ担

当。長江和哉教授が「これは

NUA Recordsからの正式リリー

スを目指す録音プロジェクトで

す。ライブとは違い、何度も演

奏を重ねて“最も音楽的なテイ

ク”を探るのがセッション録音

の醍醐味です」と説明しました。

演奏は本学学生が担当。クラ

リネット4年・日比奏妙さん（コ

ンサートミストレス／音楽総合

コース）は「吹いているときの音

と、録音で聴く音の印象がまっ

たく違う。録音を意識すると表

現の幅が広がる」と話しました。

録音を担当した3年・柿木美祐

さん（オーボエ）は「演奏者の

気持ちを知らずして良い録音は

できないと思い、演奏も学んで

います」と語りました。

録音エンジニアとして参加し

た3年・平野祥吾さんと深井龍

心さんは、「フローリアン先生の

判断の速さに驚いた」「どのテイ

クを使うかを瞬時に決めていく

プロの現場を体感した」と振り

返りました。

また、遠藤准教授は「指揮台

で聴く音と録音モニターで聴く

音には違いがあるが、音楽の密

度や方向感は一致していた。マ

イキングの精度が高く、録音の

再現性も見事だった」と評価。

八木澤客員教授も「学生たちが

何度もテイクを重ねる中で音楽

的に成長していく姿を感じた。

全体が美しく調和していた」と

語りました。

最終日の午前は竹内雅一教

授の指揮で「Arioso Cantabile/ 

Jan van der Roost」を録音。午

後は「我がゆく道を我は行くな

り」の編集・ミックス作業を行

いました。

フローリアン氏は録音時に、

各テイクの使用箇所を譜面に詳

細に書き込み、それをもとに学

生と共に編集を進行。冒頭部分

だけでも10か所以上の編集を

行い、学生たちは録音の緻密さ

を実感しました。

続いて、完成した音源を用い

てドルビーアトモス（3Dオーデ

ィオ）版の試聴を実施。学生た

ちはステレオ版との聴き比べを

通して、音の広がり方や距離感、

ホールの空気感の違いを体感

しました。

質疑応答では、学生から「ラ

イブ録音とスタジオ録音の違

い」について問われると、「実際

のコンサート録音でも、リハー

サルと本番のテイクを組み合わ

せて作ることが多い。ライブ感

と完成度のバランスを取るのが

トーンマイスターの仕事」と述

べました。

最後にフローリアン氏は「録

音はチームワーク。完璧を一人

で求めるのではなく、全員で音

楽を作ることが大切」と締めく

くり、長江教授は「音を空間で

感じる体験を通して、学生が録

音を“芸術”として捉えるきっか

けになったのでは」と総括しま

した。

名古屋芸術大学が地域や企業と連携した事例や
参加・協力したイベントをご紹介します。
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トーンマイスターとは
録音技術と音楽的教養を兼ね備えた音のスペシャリストを指します。単なる“録音技術者”ではなく、

音楽を理解し作品の芸術性を引き出すパートナーとして、演奏家と対等に音づくりを行う存在です。ド
イツのベルリン芸術大学やデトモルト音楽大学をはじめ、ヨーロッパ各国の音楽大学で養成され、現
在も放送・音楽制作など多様な分野で活躍しています。

科学をアートで伝える、
先端メディア表現コース×名古屋市科学館
「メディアアートで科学の魅力を伝えてみた！」
デザイン領域先端メディア表

現コース3年生は、名古屋市科

学館とコラボレーションし、「メ

ディアアートで科学の魅力を伝

えてみた！」を開催しました。

2025年10月4日（土）・5日（日）

の2日間、名古屋市科学館 生命

館地下2階サイエンスホールに

て、学生たちが制作したメディ

アアート作品を展示。工作や実

験を通して科学の楽しさを体

験できる「青少年のための科学

の祭典（名古屋大会）」と同時

開催され、親子連れを中心に多

くの来場者で賑わいました。

会場には、プログラミングを

用いたゲームや、身体を使って

楽しむアトラクションなど、学

生たちの自由な発想から生まれ

た作品が並びました。どの作品

にも共通していたのは、「科学

を難しいものではなく、触れて

感じられるものにしたい」とい

う思いです。

北村菜々さんの作品「周期表

の中から探し出せ！Gen Search」

1は、元素周期表をテーマにし

たゲーム作品。北村さんは「周

期表の並び方がすごく美しいと

思っていて、それを小さな子に

も感じてほしかった」と話しま

す。画面に映し出された元素を

探し出すアクションゲームで、遊

びながら化学の世界に親しめ

るようになっています。子ども

たちに大人気で、何度も挑戦す

る参加者も多く、会場は笑顔と

歓声に包まれました。「こんな

大きな会場で多くの人に自分の

作品を体験してもらえるのはと

ても嬉しいです」と北村さんは

語りました。

寺本和奏さんの作品「深海散

歩 ―いざ、未知の世界へ―」2

は、暗室を使った空間インスタ

レーション。吊るされた深海生

物の模型とジオラマで深海を

再現し、ブラックライトを当て

ると光る蛍光塗料によって、暗

闇に幻想的な世界が浮かび上

がります。虫眼鏡を使って深海

に潜むゴミを探す仕掛けもあり、

環境問題にも目を向けた作品

です。寺本さんは「造形に挑戦

してみたくて、段ボールと紙だ

けで深海生物を作りました。時

間はかかりましたが、空間ごと

“深海”を表現できたと思います」

と話しました。

永水彩花さんの作品「雪の花

を咲かせて」3は、温度と水蒸

気量をコントローラーで設定す

ると、その条件で生成される雪

の結晶を表示する作品です。生

成された雪の結晶には、それぞ

れ異なるキャラクターがデザイ

ンされており、体験者にはその

ステッカーが配布されました。

永水さんは「プログラミングで

自然現象を再現したいと思いま

した。条件を変えると結晶の形

が変わるところが科学的で面白

いと思います。子どもたちが操

作しながら“雪の研究者”のよう

に楽しんでくれて嬉しかったで

す」と語りました。

展示を担当した加藤良将講

師は「今年はコンピューターを

使ったデジタル作品だけでなく、

立体的な作品や、手を動かして

体験できる作品が多かった印象

です。ワークショップ形式のも

のも増え、子どもたちが家でも

やってみたいと思えるような内

容になったと思います。毎年、

学生たちには方向性を指示せ

ず主体的に制作してもらってい

ますが、今年は特に“科学をど

う伝えるか”をそれぞれが考え、

身近で分かりやすい表現に仕

上げてくれました」と振り返りま

した。

子どもたちが科学の面白さを

体験し、学生たちはアートを通

して科学を“伝える力”を磨いた

2日間。科学とメディアアートが

出会うこのイベントは、名古屋

市科学館とナディアパークの共

催により、今後も継続して開催

される予定です。

サウンドメディアコンポジションコース 公開講座
トーンマイスターワークショップ2025
 ―音を創造する3日間―

サウンドメディアコンポジショ

ンコースは、2025年10月9日・

11日・12日にわたり、公開講座

「トーンマイスターワークショッ

プ2025」を開催しました。講師

にはドイツ・ベルリンよりトーン

マイスターのフローリアン・B・

シュミット氏を招き、本学ウイン

ドオーケストラによる吹奏楽セ

ッションレコーディングを通し

て、録音・編集・ミックス・3D

オーディオ制作までの全工程を

実践的に学ぶプログラムが展開

されました。

初日は、フローリアン氏によ

る特別講義「芸術的な音楽録音

とは？」からスタートしました。 

「録音は音を“残す”行為では

なく、音楽を“伝える”ための創

造行為です」と語るフローリア

ン氏。録音で最も重要なのは技

術ではなく“音楽の意図”を理

解することだと強調し、「マイク

の位置や機材の選択も、すべて

その目的のためにある」と述べ

ました。

2日目は本格的なセッション

録音が開始されました。録音曲

は、八木澤教司作曲の「我がゆ

く道を我は行くなり」と「散歩、

日傘をさす女性 ― クロード・

モネに寄せて」。指揮は遠藤宏

幸准教授と、作曲者である八木

澤教司客員教授がそれぞれ担

当。長江和哉教授が「これは

NUA Recordsからの正式リリー

スを目指す録音プロジェクトで

す。ライブとは違い、何度も演

奏を重ねて“最も音楽的なテイ

ク”を探るのがセッション録音

の醍醐味です」と説明しました。

演奏は本学学生が担当。クラ

リネット4年・日比奏妙さん（コ

ンサートミストレス／音楽総合

コース）は「吹いているときの音

と、録音で聴く音の印象がまっ

たく違う。録音を意識すると表

現の幅が広がる」と話しました。

録音を担当した3年・柿木美祐

さん（オーボエ）は「演奏者の

気持ちを知らずして良い録音は

できないと思い、演奏も学んで

います」と語りました。

録音エンジニアとして参加し

た3年・平野祥吾さんと深井龍

心さんは、「フローリアン先生の

判断の速さに驚いた」「どのテイ

クを使うかを瞬時に決めていく

プロの現場を体感した」と振り

返りました。

また、遠藤准教授は「指揮台

で聴く音と録音モニターで聴く

音には違いがあるが、音楽の密

度や方向感は一致していた。マ

イキングの精度が高く、録音の

再現性も見事だった」と評価。

八木澤客員教授も「学生たちが

何度もテイクを重ねる中で音楽

的に成長していく姿を感じた。

全体が美しく調和していた」と

語りました。

最終日の午前は竹内雅一教

授の指揮で「Arioso Cantabile/ 

Jan van der Roost」を録音。午

後は「我がゆく道を我は行くな

り」の編集・ミックス作業を行

いました。

フローリアン氏は録音時に、

各テイクの使用箇所を譜面に詳

細に書き込み、それをもとに学

生と共に編集を進行。冒頭部分

だけでも10か所以上の編集を

行い、学生たちは録音の緻密さ

を実感しました。

続いて、完成した音源を用い

てドルビーアトモス（3Dオーデ

ィオ）版の試聴を実施。学生た

ちはステレオ版との聴き比べを

通して、音の広がり方や距離感、

ホールの空気感の違いを体感

しました。

質疑応答では、学生から「ラ

イブ録音とスタジオ録音の違

い」について問われると、「実際

のコンサート録音でも、リハー

サルと本番のテイクを組み合わ

せて作ることが多い。ライブ感

と完成度のバランスを取るのが

トーンマイスターの仕事」と述

べました。

最後にフローリアン氏は「録

音はチームワーク。完璧を一人

で求めるのではなく、全員で音

楽を作ることが大切」と締めく

くり、長江教授は「音を空間で

感じる体験を通して、学生が録

音を“芸術”として捉えるきっか

けになったのでは」と総括しま

した。

名古屋芸術大学が地域や企業と連携した事例や
参加・協力したイベントをご紹介します。
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“アートの今と未来”を描く
「artists N,G,Y 2025」松坂屋名古屋店で開催
2025年8月27日(水)、松坂屋

名古屋店8階「ART HUB NAGOYA 

open gallery」にて、名古屋芸術

大学と松坂屋名古屋店が主催

するアート展「artists N,G,Y 2025~

アート、今、未来~」と、美術領域

日本画コース卒業生による作品

展「Next stage X」が開幕しまし

た。会場には関係者や来場者が

集まり、盛大にオープニングセ

レモニーが行われました。

「artists N,G,Y 2025」「Next 

stage X」は、2025年8月27日(水)

から9月2日(火)まで開催。名

古屋芸術大学の学部・大学院

の在学生62名が出品し、日本画、

洋画、現代アート、工芸、コミュ

ニケーションアートなど幅広い

ジャンルから305点の作品が展

示され、高校生や地域ギャラ

リーとともに“アートの今と未来”

を発信していました。

セレモニーでは、冒頭に來住

学長が挨拶し「アートには心を

豊かにする価値と、市場で評価

されていく価値の両面がありま

す。高校生や若いアーティスト

にとって、いつか自らの作品が

大きな価値を持つ日が訪れる。

その未来は決して夢ではありま

せん」と語り、若い世代の挑戦

に期待を寄せました。また、今

回の企画は長谷川喜久教授を

中心に、多くの教職員と学生の

協力によって実現したことも紹

介されました。

続いて、執行役員松坂屋名古

屋店長の齊藤毅氏が挨拶。「昨

年12月にリニューアルした『ART 

HUB NAGOYA』は、百貨店のワ

ンフロアを丸ごとアートに特化

した全国でも珍しい空間です。

社員一人ひとりの思いが込めら

れたこの場所を、ぜひ最大限に

活用していただきたい。」と述べ、

「作品には作り手の想いが込め

られており、来場者と共有する

ことで新しい意欲が生まれます。

“生活と文化を結ぶ松坂屋”とい

う昭和の頃からのキャッチフ

レーズの通り、それを体験して

いただく場を、今後とも共に広

げていきたいです。」と開催へ

の期待を述べました。

今回の展覧会には、GALLERY 

CLEF、GALERIE hu:、gallery UG

が出展ギャラリーとして協力。

また、私立岡崎城西高等学校、

愛知県立東郷高等学校、三重

県立飯野高等学校が出展高校

として参加しています。各校の

代表教員は「生徒にとって刺激

的で学びの多い機会」と感謝の

言葉を述べました。さらに、後

援団体としてCBCラジオ常務取

締役の川﨑朗氏がスピーチし、

「テレビやラジオを通じて、この

イベントの魅力を広く発信して

いきます。期間中はニュースや

ラジオ生中継でも取り上げ、多

くの方々にアートの力を届けた

い」とコメントしました。

來住学長は今回の企画につ

いて「この展覧会は“時空の広

がり”をテーマにしています。高

校生から卒業生まで異なる世

代が一堂に会することで互いに

刺激を与え合い、次のステップ

を意識できる場にしました。」と

説明。作品数は過去2回を大き

く上回り、本格的なエキシビショ

ンとなったことを強調しました。

「高校生は大学生に、名古屋芸

術大学の大学生はギャラリスト

に質問し合うことで互いに刺激

を受け、アートシーンの一員で

ある自覚を持ってほしい。」と期

待を込めました。

長谷川喜久教授は「学生たち

の熱意は非常に強く、展示準備

の段階から会場は熱気に包まれ

ていました。その達成感は作品

にも表れています。制作から展

示、販売までのプロセスを大切

に積み重ねてきたことが、観る

人に伝わる力になっています。

高校生の参加もあり、まさに“今”

の感性を示す機会になりまし

た。」と語りました。

津田佳紀副学長は「会場はま

るで広場のように一体感のある

ワンフロアの空間で、300点を

超える展示作品が見渡せます。

今後は空間デザインの面からも

大学が関わっていきたい。」と

述べました。

萩原周芸術学部長も「これだ

けの規模で外部展示を行うの

は大学として初めて。迫力があ

り、作品のクオリティも高い。

テーマ性や表現の強さが伝わ

る作品が増えました。」と評価。

「アートとデザイン、工芸との境

界はなくなりつつあります。今

後は垣根を越えた多様な表現

がもっと広がる可能性を感じま

す。」と学生たちの挑戦に期待

を寄せました。

世代を超え、卒業・修了生と

在学生、さらに高校生の作品が

並ぶこの展覧会は、“アートの今

と未来”を発信する場となり、

名古屋芸術大学の歩みと新た

な挑戦、そしてさらなる広がり

を予感させる展示となりました。

「OSAKA INTERNATIONAL ART 2025」に
大学院生、卒業生が出展、作品を展示
2025年5月31日（土）～ 6月1

日（日）に來住学長が総合プロ

デューサーを務める国際的アート

フェア「OSAKA INTERNATIONAL 

ART 2025」が大阪市中央区の大

阪城ホールにて開催されました。

このアートフェアは、大阪・関西

万博で世界各国から訪れる要人

をお迎えする「迎賓館」というパ

ビリオンのアートプロデュースも

担当した來住学長ならではの配

慮もあり、本学大学院美術研究

科の在学生や修了生も出展が叶

い、作品を展示することができま

した。（大阪・関西万博でも來住

学長の配慮により、未来につな

がる場として迎賓館の作品展示

に在学生が関わることができて

います）。

「OSAKA INTERNATIONAL 

ART 2025」は各国大使館・領事

館が推薦する海外・国内合計

115のギャラリーが一堂に会し、

現代アート、古美術、近代美術、

工芸、デジタル作品などを展示・

販売するアートフェアで、開催日

前日の2025年5月30日（金）に

はプレスビューが行われ、出展

者のコシノジュンコさんととも

に來住学長がメディア対応し、

「ものには価値と価格という2

つの側面があります。日本人は

価値を認めることはありますが、

それを価格に転換することが

苦手だと思います。日本の文化

は素晴らしいですが、文化を経

済に結びつけるということも重

要です。『大阪でアートを買お

う！』というキャッチコピーにし

ましたが、皆様に珠玉の作品に

出会ってぜひ持って帰っていた

だきたい。アーティストに代わっ

てお伝えするのがプロデュー

サーの使命だと考えています」

と熱い思いを語りました。

出展した本学大学院の在学

生や修了生からは「このような

展示の機会は初めてですが、こ

うした場でお客様に自分の作品

をどう見てもらえるのか、勉強

になると期待しています。」とい

う声や、「これほど規模の大き

なアートフェアに出展できると

いうことが、すごく嬉しいです。

展示されている作品を見せてい

ただきましたが、今活躍されて

いる作家さんならではの迫力を

間近で浴びて、刺激になります。

学校で描いているだけでは作

家としては成り立たないな、と

思うようになり、作家としてやっ

ていきたいと決意が固まってき

ました、自分というものを見つ

けていけたらと思っています。」

と大きな刺激になったようです。

アートと社会との新しいつな

がりを感じさせる、意義深いイ

ベントとなりました。

オープンキャンパスの学長特別講義
「失敗を強みに変える思考法」
2025年10月4日（土）に開催

したオープンキャンパスでは、

本学の來住学長による特別講

義を東キャンパス、西キャンパ

スで実施しました。テーマは「失

敗を強みに変える思考法」とい

う大学受験を目指す高校生に

とっては、受験に向けた取り組

みに大きな力となる内容の講義

でした。

冒頭來住学長は「私は失敗し

たことがないのです。」と参加

者に語りかけました。続けて「成

功の反対は失敗ではなくて“経

験”です。」と話し「立ち止まら

ずに改善を積み重ねることが、

必ず成功につながるのです。」

と結びました。

引き続き、來住学長自身の進

路選択体験も紹介しつつ、「こ

れからはさまざまな選択をする

機会に出会うことになると思い

ますが、結果的にその時の意に

反する道を選択することになっ

たとしても、それは失敗ではな

く、自分自身を形作る大切なプ

ロセスなのです。」ということを

強調しました。そして、そうした

選択をする機会には正しい情

報が重要な武器になることを付

け加え、「情報化社会を生きる

現代の若い人たちは、かつての

日本の室町時代に生きた人々

が一生をかけて得る情報の量

をわずか１日で受け取ってい

る。」という例を持ち出し、「常

に入手する情報を整理し、自分

は今後どう生きていきたいのか

を考える時間を持つことが大切

です。」と参加者に投げかけま

した。そして「1日1分でもいい

から目を閉じて、自分自身を見

つめる時間を持ってください。」

と、自分を知る習慣の大切さを

説き、続いて「本学が皆さまに

提供できるのは“知識と経験”。

それを自分の中でかみ砕いて

“センス”に変えていくのは皆さま

自身です。知識と経験、そして

センスを磨くことで、社会の中

で新しい価値を生み出す人に

なってほしいと願っています。」

と語りました。

來住学長からのメッセージは

参加者の皆さんに十分に届い

ていたようで、話を聞いていた

高校生の皆さんからは「パッ

ションを持って取り組んで行き

たい。」「改めて夢に向かってが

んばりたいと思いました。」など

の力強い意見が寄せられまし

た。
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“アートの今と未来”を描く
「artists N,G,Y 2025」松坂屋名古屋店で開催
2025年8月27日(水)、松坂屋

名古屋店8階「ART HUB NAGOYA 

open gallery」にて、名古屋芸術

大学と松坂屋名古屋店が主催

するアート展「artists N,G,Y 2025~

アート、今、未来~」と、美術領域

日本画コース卒業生による作品

展「Next stage X」が開幕しまし

た。会場には関係者や来場者が

集まり、盛大にオープニングセ

レモニーが行われました。

「artists N,G,Y 2025」「Next 

stage X」は、2025年8月27日(水)

から9月2日(火)まで開催。名

古屋芸術大学の学部・大学院

の在学生62名が出品し、日本画、

洋画、現代アート、工芸、コミュ

ニケーションアートなど幅広い

ジャンルから305点の作品が展

示され、高校生や地域ギャラ

リーとともに“アートの今と未来”

を発信していました。

セレモニーでは、冒頭に來住

学長が挨拶し「アートには心を

豊かにする価値と、市場で評価

されていく価値の両面がありま

す。高校生や若いアーティスト

にとって、いつか自らの作品が

大きな価値を持つ日が訪れる。

その未来は決して夢ではありま

せん」と語り、若い世代の挑戦

に期待を寄せました。また、今

回の企画は長谷川喜久教授を

中心に、多くの教職員と学生の

協力によって実現したことも紹

介されました。

続いて、執行役員松坂屋名古

屋店長の齊藤毅氏が挨拶。「昨

年12月にリニューアルした『ART 

HUB NAGOYA』は、百貨店のワ

ンフロアを丸ごとアートに特化

した全国でも珍しい空間です。

社員一人ひとりの思いが込めら

れたこの場所を、ぜひ最大限に

活用していただきたい。」と述べ、

「作品には作り手の想いが込め

られており、来場者と共有する

ことで新しい意欲が生まれます。

“生活と文化を結ぶ松坂屋”とい

う昭和の頃からのキャッチフ

レーズの通り、それを体験して

いただく場を、今後とも共に広

げていきたいです。」と開催へ

の期待を述べました。

今回の展覧会には、GALLERY 

CLEF、GALERIE hu:、gallery UG

が出展ギャラリーとして協力。

また、私立岡崎城西高等学校、

愛知県立東郷高等学校、三重

県立飯野高等学校が出展高校

として参加しています。各校の

代表教員は「生徒にとって刺激

的で学びの多い機会」と感謝の

言葉を述べました。さらに、後

援団体としてCBCラジオ常務取

締役の川﨑朗氏がスピーチし、

「テレビやラジオを通じて、この

イベントの魅力を広く発信して

いきます。期間中はニュースや

ラジオ生中継でも取り上げ、多

くの方々にアートの力を届けた

い」とコメントしました。

來住学長は今回の企画につ

いて「この展覧会は“時空の広

がり”をテーマにしています。高

校生から卒業生まで異なる世

代が一堂に会することで互いに

刺激を与え合い、次のステップ

を意識できる場にしました。」と

説明。作品数は過去2回を大き

く上回り、本格的なエキシビショ

ンとなったことを強調しました。

「高校生は大学生に、名古屋芸

術大学の大学生はギャラリスト

に質問し合うことで互いに刺激

を受け、アートシーンの一員で

ある自覚を持ってほしい。」と期

待を込めました。

長谷川喜久教授は「学生たち

の熱意は非常に強く、展示準備

の段階から会場は熱気に包まれ

ていました。その達成感は作品

にも表れています。制作から展

示、販売までのプロセスを大切

に積み重ねてきたことが、観る

人に伝わる力になっています。

高校生の参加もあり、まさに“今”

の感性を示す機会になりまし

た。」と語りました。

津田佳紀副学長は「会場はま

るで広場のように一体感のある

ワンフロアの空間で、300点を

超える展示作品が見渡せます。

今後は空間デザインの面からも

大学が関わっていきたい。」と

述べました。

萩原周芸術学部長も「これだ

けの規模で外部展示を行うの

は大学として初めて。迫力があ

り、作品のクオリティも高い。

テーマ性や表現の強さが伝わ

る作品が増えました。」と評価。

「アートとデザイン、工芸との境

界はなくなりつつあります。今

後は垣根を越えた多様な表現

がもっと広がる可能性を感じま

す。」と学生たちの挑戦に期待

を寄せました。

世代を超え、卒業・修了生と

在学生、さらに高校生の作品が

並ぶこの展覧会は、“アートの今

と未来”を発信する場となり、

名古屋芸術大学の歩みと新た

な挑戦、そしてさらなる広がり

を予感させる展示となりました。

「OSAKA INTERNATIONAL ART 2025」に
大学院生、卒業生が出展、作品を展示
2025年5月31日（土）～ 6月1

日（日）に來住学長が総合プロ

デューサーを務める国際的アート

フェア「OSAKA INTERNATIONAL 

ART 2025」が大阪市中央区の大

阪城ホールにて開催されました。

このアートフェアは、大阪・関西

万博で世界各国から訪れる要人

をお迎えする「迎賓館」というパ

ビリオンのアートプロデュースも

担当した來住学長ならではの配

慮もあり、本学大学院美術研究

科の在学生や修了生も出展が叶

い、作品を展示することができま

した。（大阪・関西万博でも來住

学長の配慮により、未来につな

がる場として迎賓館の作品展示

に在学生が関わることができて

います）。

「OSAKA INTERNATIONAL 

ART 2025」は各国大使館・領事

館が推薦する海外・国内合計

115のギャラリーが一堂に会し、

現代アート、古美術、近代美術、

工芸、デジタル作品などを展示・

販売するアートフェアで、開催日

前日の2025年5月30日（金）に

はプレスビューが行われ、出展

者のコシノジュンコさんととも

に來住学長がメディア対応し、

「ものには価値と価格という2

つの側面があります。日本人は

価値を認めることはありますが、

それを価格に転換することが

苦手だと思います。日本の文化

は素晴らしいですが、文化を経

済に結びつけるということも重

要です。『大阪でアートを買お

う！』というキャッチコピーにし

ましたが、皆様に珠玉の作品に

出会ってぜひ持って帰っていた

だきたい。アーティストに代わっ

てお伝えするのがプロデュー

サーの使命だと考えています」

と熱い思いを語りました。

出展した本学大学院の在学

生や修了生からは「このような

展示の機会は初めてですが、こ

うした場でお客様に自分の作品

をどう見てもらえるのか、勉強

になると期待しています。」とい

う声や、「これほど規模の大き

なアートフェアに出展できると

いうことが、すごく嬉しいです。

展示されている作品を見せてい

ただきましたが、今活躍されて

いる作家さんならではの迫力を

間近で浴びて、刺激になります。

学校で描いているだけでは作

家としては成り立たないな、と

思うようになり、作家としてやっ

ていきたいと決意が固まってき

ました、自分というものを見つ

けていけたらと思っています。」

と大きな刺激になったようです。

アートと社会との新しいつな

がりを感じさせる、意義深いイ

ベントとなりました。

オープンキャンパスの学長特別講義
「失敗を強みに変える思考法」
2025年10月4日（土）に開催

したオープンキャンパスでは、

本学の來住学長による特別講

義を東キャンパス、西キャンパ

スで実施しました。テーマは「失

敗を強みに変える思考法」とい

う大学受験を目指す高校生に

とっては、受験に向けた取り組

みに大きな力となる内容の講義

でした。

冒頭來住学長は「私は失敗し

たことがないのです。」と参加

者に語りかけました。続けて「成

功の反対は失敗ではなくて“経

験”です。」と話し「立ち止まら

ずに改善を積み重ねることが、

必ず成功につながるのです。」

と結びました。

引き続き、來住学長自身の進

路選択体験も紹介しつつ、「こ

れからはさまざまな選択をする

機会に出会うことになると思い

ますが、結果的にその時の意に

反する道を選択することになっ

たとしても、それは失敗ではな

く、自分自身を形作る大切なプ

ロセスなのです。」ということを

強調しました。そして、そうした

選択をする機会には正しい情

報が重要な武器になることを付

け加え、「情報化社会を生きる

現代の若い人たちは、かつての

日本の室町時代に生きた人々

が一生をかけて得る情報の量

をわずか１日で受け取ってい

る。」という例を持ち出し、「常

に入手する情報を整理し、自分

は今後どう生きていきたいのか

を考える時間を持つことが大切

です。」と参加者に投げかけま

した。そして「1日1分でもいい

から目を閉じて、自分自身を見

つめる時間を持ってください。」

と、自分を知る習慣の大切さを

説き、続いて「本学が皆さまに

提供できるのは“知識と経験”。

それを自分の中でかみ砕いて

“センス”に変えていくのは皆さま

自身です。知識と経験、そして
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と語りました。

來住学長からのメッセージは

参加者の皆さんに十分に届い

ていたようで、話を聞いていた

高校生の皆さんからは「パッ

ションを持って取り組んで行き

たい。」「改めて夢に向かってが

んばりたいと思いました。」など

の力強い意見が寄せられまし

た。
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年生の後期授業で、新たなプロ

ジェクトが始まりました。テーマ

は「森林認証制度を広めるため

のPRコンテンツ制作」。依頼元

は国際的な森林認証制度を運

営する非営利団体・FSCジャパ

ン（東京都新宿区）です。学生

たちはマンガや絵本、アニメー

ションなど多様な表現方法を視

野に入れ、幅広く発信できる作

品づくりに挑戦します。外部講

師の一人で、長年編集記者や企

業広報を手掛けてきた西埜隆

文さんは「読み応えのある作品

が出てくると良いですね」と期

待を語りました。

2025年10月1日、学生たちは

三重県の速水林業を訪問しま

した。同行したのはコーディ

ネーターの西埜さんと、FSCジャ

パンの白井聡子さんです。白井

さんは「普段は企業（BtoB）に

向けた活動が中心で、一般消費

者に直接アピールする機会はあ

まりありません。学生の皆さん

からどんなアイデアが出てくる

のか、とても楽しみにしていま

す」と語り、今回の試みに期待

を寄せました。

速水林業代表の速水亨さん

からは、まずFSC認証について

詳しい説明がありました。速水

さんはFSCジャパン副代表を務

めるほか、農林水産省林政審

議会委員、三重県林業振興対

策審議会委員、森林組合おわ

せ組合長、環境省中央環境審

議会臨時委員や（社）日本林業

経営者協会会長などを歴任。日

本の林業政策や環境行政を

リードしてきた人物です。

FSC（Forest Stewardship 

Council®／森林管理協議会）は、

世界的な森林破壊や違法伐採

に対抗するため1994年に設立

された国際的なNGOです。認

証を受けた森林は「環境保全」

「社会的責任」「経済的持続性」

という3つの原則に基づいて管

理されていることが保証されま

す。ここで生産された木材や紙

製品にはFSCマークが付与され、

消費者がそれを選ぶことで健

全な森林経営を後押しする仕組

みです。違法伐採が児童労働

や貧困にも直結している現状の

中で、FSCは「森から商品、そし

て消費者へ」とつながるサプラ

イチェーンを透明化する国際的

な認証制度として広く支持され

ています。イギリス王室やホワ

イトハウスでも公式文書にFSC

認証紙が採用されるなど、その

信頼性は世界的に証明されて

います。

速水林業は2000年に、日本

で初めてFSC認証を取得した林

業事業体です。戦後の拡大造

林期に広がったスギやヒノキの

単一植林に対し、いち早く広葉

樹を混ぜる「針広混交林施業」

を実践。土壌を守り、生態系の

多様性を維持する森林づくりを

進めてきました。こうした取り組

みは国際的にも高く評価され、

持続可能な林業のモデルケース

として国内外から注目を集めて

きました。

山林見学では、ヒノキやスギ

の間に広葉樹が混ざる多様性

豊かな森を歩きながら、速水さ

んが解説しました。針葉樹の間

に自然に生えた広葉樹が土壌

を肥やし、倒木や落ち葉が森を

循環させていること。クスノキ

が防虫成分を備え、しなやかな

枝で強風に耐えることなども紹

介しました。学生たちは1時間

半の見学を通じ、森林が単なる

資源ではなく「生きたシステム」

であることを実感しました。

その後、速水林業と連携する

製材所・塩崎商店を訪問。ここ

では木の切り方や枝の状態が

材質に与える影響、節の少ない

材をつくるための植林や間伐の

工夫などについて学びました。

塩崎商店では市場に流すだけ

でなく、注文に応じて山から最

適な材を選び、製材所と山側が

密に相談しながら提供する仕

組みを整えています。京都や鳥

羽のホテルからも最高級ヒノキ

材の注文があり、地域の森林資

源が建築や内装に活かされて

います。学生たちは創作に使え

る端材を分けてもらい、木材の

手触りや重みを体感しながら、

自身の表現へつなげるきっかけ

を得ました。

帰路には紀勢自動車道 紀北

PA「始神テラス」にて、FSC認

証製品が販売されている様子

を見学。国際認証が日常の買い

物に息づいていることを実感で

きたのも大きな収穫でした。

学生たちからは、「認証や森

林管理は難しそうに思っていま

したが、山林を見学すると生活

と直結していることがわかりま

した」「端材をいただいたので、

作品にどう活かせるか考えるの

が楽しみです」「アニメーション

作品をつくってみたい」といっ

た感想が寄せられ、現場体験

が大きな刺激となったことがう

かがえます。

このプロジェクトの最終プレ

ゼンテーションは2026年1月14

日に予定されています。FSC認

証をPRするにあたり、企業を

対象とするのか消費者へ訴える

のか、自然環境を前面に出すの

か製品を主役にするのかなど切

り口は多様で、課題は容易では

ありません。学生たちの発想力

と表現力に、今後ますます期待

が高まります。

本学学生がCOPPA CENTRO GIAPPONE 2025
「戦後80周年記念事業フォーラム」に登壇、
「次世代燃料マーク」を提案
2025年10月13日（月・祝）、

久屋大通公園・メディアヒロバ

で開催された「COPPA CENTRO 

GIAPPONE 2025 戦後80周年記

念事業フォーラム」にて、カーデ

ザインコースおよびインダスト

リアルデザインコースの学生が、

「次世代燃料マーク」のアイデア

スケッチを発表しました。

「COPPA CENTRO GIAPPONE 

2025」は、戦後80年を迎える節

目に、平和の時代がもたらした

自動車技術の進歩とモータース

ポーツの発展をテーマに開催さ

れたイベントです。フォーラムで

は、「クルマは世界を変える ―

終戦100年に向けた新たな未

来の始まり―」をテーマに、愛

知県知事の大村秀章氏やカー

グラフィック代表の加藤哲也氏

らが登壇し、自動車と環境の未

来について語りました。その中

で、本学のカーデザインコース・

インダストリアルデザインコー

スの学生8名が壇上に立ち、サ

ステナブルな燃料を象徴する新

しいデザインを提案しました。

壇上に上がったのは、田口小

次郎さん、森本芽生さん、巽涼

平さん、山田宏晋さん、西田涼

兵さん、加藤嵩太さん、松川紗

苗さん、船戸茉妃呂さんの8名。

巽さんは、「自動車を通して地

球環境を変えていくイメージを

描きました。クルマのシルエット

から葉が伸びる形で、未来への

つながりを表現しています。

スーパーカーの写真を参考に、

時代を超えても通じる新しいク

ルマの姿を意識しました」と語

りました。山田さんは、「クラ

シックカーに貼るロゴデザイン

として、ぱっと見てわかりやすく、

主張しすぎない控えめで調和の

取れたデザインを目指しまし

た」と述べました。

カーデザインコースの田中昭

彦教授は、「今回は提案段階で

すが、来年に向けてさらにブ

ラッシュアップを進める予定で

す。マグネットステッカーとして

試作し、実際に配布する展開も

検討しています」と今後の展望

を述べました。

学生たちが描いた“次世代燃

料マーク”は、クラシックカーと

未来技術を結び、サステナブル

な社会を象徴する新しいシンボ

ルとなることを目指しています。

名古屋芸術大学ウインドオーケストラ、
海上保安庁「第四管区総合訓練」で演奏
2025年11月23日（日）、名古

屋芸術大学ウインドオーケスト

ラは、海上保安庁が名古屋港で

実施した「令和7年度 第四管区

総合訓練」に参加し、巡視船み

ずほ船内で演奏を行いました。

第四管区は、愛知県、三重県、

岐阜県を管轄区域としその沿

岸部から1,300kmの沖合いま

での海域を担任、海の警備・監

視、海難救助、密輸・密航対策

など幅広い任務を担っています。

当日は一般参加者が乗船し、放

水、高速機動艇の展示走行、ヘ

リコプターとの連携救助など、

海上保安業務の実際を間近に

見ることができました。

名古屋芸術大学ウインドオー

ケストラは、訓練の進行に合わ

せて4回の演奏を実施し、巡視

船のヘリ格納庫に軽快なサウン

ドが響きました。

展示訓練後は巡視船みずほ

が名古屋港を出港し、新舞子、

中部国際空港セントレア方面へ

と航走。演奏の合間には学生た

ちも甲板に出て、海側から眺め

る名古屋港の景色を楽しみ、こ

の日ならではの特別な時間を味

わいました。

さらに船内では海上保安庁に

よる広報ブースが展開され、マ

スコットキャラクター「うみま

る」くんも登場。参加者と写真

を撮ったり展示を見たり、船内

は終始和やかな雰囲気に包まれ

ました。音楽と海、そして海上保

安庁の活動がひとつに重なる心

温まる交流の場となりました。

帰港直前の最後の演奏では、

乗客が手拍子で応え、アンコー

ルが起こりそうなほどの盛り上

がりとなりました。

今回の参加を通じて、学生た

ちは海上保安庁の規律ある姿

と凜とした雰囲気、そして乗船

者への心配りに触れ、“海を守

る仕事”を身近に感じる貴重な

経験を得ました。演奏を通して

地域社会に関わりながら、音楽

が公共の場で果たす役割を体

感する一日となりました。

映像：第四管区海上保安本部より提供
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て消費者へ」とつながるサプラ

イチェーンを透明化する国際的

な認証制度として広く支持され
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を実践。土壌を守り、生態系の
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進めてきました。こうした取り組

みは国際的にも高く評価され、
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として国内外から注目を集めて

きました。

山林見学では、ヒノキやスギ

の間に広葉樹が混ざる多様性
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を肥やし、倒木や落ち葉が森を

循環させていること。クスノキ

が防虫成分を備え、しなやかな

枝で強風に耐えることなども紹

介しました。学生たちは1時間

半の見学を通じ、森林が単なる

資源ではなく「生きたシステム」

であることを実感しました。
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では木の切り方や枝の状態が

材質に与える影響、節の少ない

材をつくるための植林や間伐の

工夫などについて学びました。

塩崎商店では市場に流すだけ

でなく、注文に応じて山から最

適な材を選び、製材所と山側が
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組みを整えています。京都や鳥

羽のホテルからも最高級ヒノキ
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手触りや重みを体感しながら、
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を得ました。

帰路には紀勢自動車道 紀北
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証製品が販売されている様子
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物に息づいていることを実感で
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と直結していることがわかりま
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として、ぱっと見てわかりやすく、

主張しすぎない控えめで調和の

取れたデザインを目指しまし

た」と述べました。

カーデザインコースの田中昭

彦教授は、「今回は提案段階で

すが、来年に向けてさらにブ

ラッシュアップを進める予定で

す。マグネットステッカーとして

試作し、実際に配布する展開も

検討しています」と今後の展望

を述べました。

学生たちが描いた“次世代燃

料マーク”は、クラシックカーと

未来技術を結び、サステナブル

な社会を象徴する新しいシンボ

ルとなることを目指しています。

名古屋芸術大学ウインドオーケストラ、
海上保安庁「第四管区総合訓練」で演奏
2025年11月23日（日）、名古

屋芸術大学ウインドオーケスト

ラは、海上保安庁が名古屋港で

実施した「令和7年度 第四管区

総合訓練」に参加し、巡視船み

ずほ船内で演奏を行いました。

第四管区は、愛知県、三重県、

岐阜県を管轄区域としその沿

岸部から1,300kmの沖合いま

での海域を担任、海の警備・監

視、海難救助、密輸・密航対策

など幅広い任務を担っています。

当日は一般参加者が乗船し、放

水、高速機動艇の展示走行、ヘ

リコプターとの連携救助など、

海上保安業務の実際を間近に

見ることができました。

名古屋芸術大学ウインドオー

ケストラは、訓練の進行に合わ

せて4回の演奏を実施し、巡視

船のヘリ格納庫に軽快なサウン

ドが響きました。

展示訓練後は巡視船みずほ

が名古屋港を出港し、新舞子、

中部国際空港セントレア方面へ

と航走。演奏の合間には学生た

ちも甲板に出て、海側から眺め

る名古屋港の景色を楽しみ、こ

の日ならではの特別な時間を味

わいました。

さらに船内では海上保安庁に

よる広報ブースが展開され、マ

スコットキャラクター「うみま

る」くんも登場。参加者と写真

を撮ったり展示を見たり、船内

は終始和やかな雰囲気に包まれ

ました。音楽と海、そして海上保

安庁の活動がひとつに重なる心

温まる交流の場となりました。

帰港直前の最後の演奏では、

乗客が手拍子で応え、アンコー

ルが起こりそうなほどの盛り上

がりとなりました。

今回の参加を通じて、学生た

ちは海上保安庁の規律ある姿

と凜とした雰囲気、そして乗船

者への心配りに触れ、“海を守

る仕事”を身近に感じる貴重な

経験を得ました。演奏を通して

地域社会に関わりながら、音楽

が公共の場で果たす役割を体

感する一日となりました。

映像：第四管区海上保安本部より提供



皆様からの温かいご声援を受け、2024年度の寄附金総額は、
5,283,691円となりました。皆様の深いご理解とご協力に感謝し、厚く
御礼申し上げます。

2024年度(令和6年度)
名古屋芸大サポーターズクラブ活動状況

寄附金の使途 寄附金額

1

2

3

4

5

6

7

8

学生に対する奨学金

音楽活動支援事業

制作活動支援事業

芸術的素養習熟支援事業

子ども教育活動支援事業

名古屋芸大生キャリア支援事業

グローバルな学生を育成するための学生企画の支援

その他、学生支援の充実を図る事業

■募集期間 ： 2024年（令和6年）4月1日～ 2025年（令和7年）3月31日
■寄附金総額 ： 5,283,691円
■寄附金の使途別状況［2025年（令和7年）3月31日現在］

1一般寄附（名古屋芸大サポーターズクラブ募金）

2名古屋芸術大学 楽団・合唱団 賛助会員　10,000円

3名古屋芸術大学 クラウドファンディング

4Giving Campaign2024　282,000円

5名古屋自由学院寄付金

20,000円

10,000円

10,000円

0円

10,000円

300,000円

0円

2,578,691円

2,928,691円合　　　計

【寄附者について】
ご寄附いただいた方は、4名、15法人です。
○ご芳名（50音順、敬称略）
個人：高橋 哲司
法人：いちい信用金庫、株式会社ソシオ、株式会社フジ建装、株式会社

舟橋植木、株式会社ワット、東海物産株式会社、東朋テクノロジー
株式会社、名古屋芸術大学後援会、日本建設株式会社名古屋支
店、富士工管株式会社

○ご芳名公表辞退
　個人：3名／法人：5団体

221,000円

30,000円

1,327,000円

125,000円

1,703,000円

プロジェクト名

施設・里親家庭の子どもたちに夢と希望を！

過去最高の「芸大祭」をあなたと

吹奏楽部地域移行の受け皿に音楽大学で価値ある活動をしたい！

サクソフォンのみのコンサートでホールを満席にしたい！

合　　　計

寄附金額

360,000円

360,000円

寄附金の使途

その他本学院の業務遂行に要する経費

合　　　計

寄附金額

※記事中のホームページアドレスは、掲載先の諸事情で移転や閉鎖されている場合がございます。あらかじめご了承ください。
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ト 【お問い合わせ先】

名古屋芸術大学　広報部
〒481-8503 
愛知県北名古屋市熊之庄古井281番地
電話 0568-24-0318
FAX 0568-24-0369

：名古屋芸術大学
：広報部
：くまな工房一社
：㈱クイックス
：2026年2月

発 行
企画・編集
デザイン・協力
印 刷
発 行

來住尚彦学長がプロデュースする「OSAKA INTERNATIONAL ART 
2025」（左）、「artists N,G,Y 2025」（右）。アートの“今と未来”を繋ぐ。表紙について

北名古屋市 市制20周年記念
ロゴマーク・キャッチフレーズ
受賞作品が決定
北名古屋市は令和8年3月20

日に市制施行20周年を迎えま
した。市では「共創のまちづく
りの推進」「シビックプライドの
醸成」「未来への飛躍」を基本
方針に、多彩な記念事業を展開
していく予定です。その一環と
して、市と包括連携協定を結ぶ
本学美術領域・デザイン領域の
学生を対象に、ロゴマーク・キ
ャッチフレーズの募集が行われ、
受賞作品が決定。2025年8月8
日（金）、名古屋芸術大学アート
スクエア3階「市民活動センタ
ー μ-base」にて発表会が行わ

れました。
グランプリに輝いたのは、デ
ザイン領域ヴィジュアルデザイ
ンコース3年・松田真優子さん
の「ゆめひろがる。このまちと。」。
人と人との交流によって夢や希
望が広がる様子を、人々が手を
つないで輪をつくる姿で表現。
中央の余白を北名古屋市の地
形に見立て、地元らしさをデザ
インに取り込みました。
準グランプリは、ヴィジュアル
デザインコース4年・鈴木麻桜
さんの「愛ある街に これから
も」、佳作は、同コース4年・石

田陽子さんの「住みやすいまち。
心を込めて。」が受賞。
太田考則 北名古屋市長は「ど
の作品もハートやつながりを感
じられる素晴らしい提案でした。
今回のロゴマークとキャッチフ
レーズが、市民に愛されるまち
づくりの象徴になることを願っ

ています。」と述べました。受賞
作品は今後、ポスター、広報紙、
SNSなどで広く活用されます。
ロゴマーク・キャッチフレー
ズは、20周年を盛り上げるため
に幅広く活用され、市民ととも
に祝う節目の年を彩ります。

https:/ /www.nua.ac.jp/

グループ 音 楽 研 究 科
美 術 研 究 科
デザイン研究科
人間発達学研究科

■名古屋芸術大学附属クリエ幼稚園
■滝子幼稚園　■たきこ幼児園　■たきこ第二幼児園にじいろ
■愛知保育園　■幼保連携型認定こども園  森のくまっこ
■名古屋音楽学校

芸 術 学 科

子ども学科

学部学科：■名古屋芸術大学／大学院： 芸 術 学 部

教 育 学 部

音楽領域  舞台芸術領域
  デザイン領域  美術領域  芸術教養領域

特 集

伝承と革新、交わる場所のその先へ
名古屋芸大の

伝承と革新、交わる場所のその先へ
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